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一

は
じ
め
に

日
本
の
破
産
法
は
固
定
主
義
を
採
用
し
、

破
産
者
が
破
産
手
続
開
始
の
時
に
お
い
て
有
す
る
一
切
の
財
産
」
を
破
産
財
団
と
し
て
い
る

（
破
産
法
三
四
条
一
項１

））。
他
方
、
同
法
三
四
条
二
項
は
、
将
来
の
請
求
権
、
す
な
わ
ち
手
続
開
始
時
に
は
条
件
未
成
就
な
い
し
期
限
未
到
来

の
請
求
権
も
破
産
財
団
に
属
す
る
と
規
定
し
、
ま
た
同
条
三
項
二
号
但
書
は
手
続
開
始
後
に
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

財
産
も
破
産
財
団
に
属
す
る
と
規
定
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
固
定
主
義
に
反
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
本
稿
は
、
特
に
死
亡
保
険

金
請
求
権
お
よ
び
身
体
傷
害
へ
の
慰
謝
料
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
保
険
金
請
求
権
の
破
産
財
団
帰
属
性
を
通
じ
て
、
固
定
主
義
と
こ
れ
ら

の
規
定
と
の
関
係
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
以
上
と
関
連
し
て
、
自
由
財
産
拡
張
制
度
（
同
条
四
項
）
の
意
義
に
つ
い
て
も
検
討
す

る
。慰

謝
料
請
求
権
の
破
産
財
団
帰
属
性
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
昭
和
五
八
年
判
決
を
契
機
と
し
て
学
者２

）、
実
務
家３

）に
よ
り
多
く
の
議
論
が

交
わ
さ
れ
て
き
た
。
し
か
る
に
近
時
、
破
産
手
続
開
始
前
に
締
結
さ
れ
た
保
険
契
約
に
基
づ
き
、
手
続
開
始
後
に
支
払
わ
れ
る
保
険
金
が
破

産
財
団
に
帰
属
す
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
破
産
財
団
の
範
囲
に
関
す
る
議
論
が
再
び
盛
ん
に
な
っ
て
い
る４

）。
中
で
も
伊
藤
眞
教
授
、
佐
藤

鉄
男
教
授
は
、
固
定
主
義
の
意
義
な
い
し
破
産
法
三
四
条
各
項
の
解
釈
を
通
じ
、
死
亡
保
険
金
請
求
権
や
慰
謝
料
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る

保
険
金
請
求
権
な
ど
各
種
保
険
金
請
求
権
の
破
産
財
団
帰
属
性
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る５

）。
固
定
主
義
の
意
義
お
よ
び
同
条
各
項
の
解
釈

に
つ
い
て
は
戦
前
よ
り
議
論
が
乏
し
い
分
野
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
論
稿
は
き
わ
め
て
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
が
、
他
方
こ
れ
ら
は
破

産
者
の
保
護
と
い
う
面
を
強
調
し
す
ぎ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
先
に
述
べ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
愚
見
を
明

ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
検
討
に
あ
た
っ
て
、
本
稿
で
は
自
然
人
の
破
産
の
み
を
扱
い
、
法
人
の
破
産
に
お
け
る
固
定
主
義
な
い
し
自
由
財
産
の
意
義
に
つ

い
て
の
検
討
は
他
日
を
期
す
こ
と
と
す
る
。
そ
し
て
、
本
稿
で
は
、

請
求
権
の
具
体
化
」
と
い
う
文
言
を
、
将
来
に
条
件
が
成
就
し
た
り
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期
限
が
到
来
し
た
場
合
（
三
四
条
二
項
）
の
ほ
か
、
差
押
禁
止
だ
っ
た
請
求
権
が
破
産
手
続
開
始
後
に
差
押
え
可
能
と
な
っ
た
場
合
（
三
四

条
三
項
二
号
但
書
）
も
含
め
て
使
用
す
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
具
体
化
す
る
前
の
請
求
権
を
「
抽
象
的
請
求
権
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

先
述
の
問
題
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
本
稿
で
は
以
下
の
事
例
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

C
a
se ：

以
下
の
事
例
に
お
い
て
、
各
保
険
金
請
求
権
は
破
産
財
団
に
帰
属
す
る
か
。
な
お
、C

a
se 1,

2

に
共
通
す
る
事
項
と
し
て
、
平
成

二
九
年
一
二
月
一
日
、
Ｂ
弁
護
士
を
通
じ
Ａ
の
破
産
手
続
開
始
が
決
定
さ
れ
、
平
成
三
〇
年
五
月
一
日
に
同
手
続
が
終
了
し
た
も
の
と
す

る
。

C
a
se 1

（
死
亡
保
険
金
、
三
四
条
二
項
）：

Ａ
の
妻
Ｃ
は
、
Ａ
の
破
産
手
続
開
始
以
前
よ
り
、
Ｄ
保
険
会
社
と
の
間
で
、
Ｃ
を
被
保
険
者
・

Ａ
を
保
険
金
受
取
人
と
す
る
生
命
保
険
契
約
を
締
結
し
、
毎
月
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
た
。
そ
の
後
Ｃ
が
死
亡
し
、
Ａ
の
口
座
に
保
険
金

二
〇
〇
〇
万
円
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
Ｃ
の
死
亡
が
①
平
成
二
九
年
一
一
月
二
〇
日
で
あ
る
場
合
、
②
平
成
三
〇
年
二
月
二
八

日
で
あ
る
場
合
、
③
同
年
五
月
三
一
日
で
あ
る
場
合
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
こ
の
死
亡
保
険
金
請
求
権
は
破
産
財
団
に
帰
属
す
る
か
。

C
a
se 2

（
身
体
傷
害
慰
謝
料
、
三
四
条
三
項
二
号
但
書
）：

平
成
二
九
年
一
一
月
一
日
、
Ａ
は
、
Ｅ
の
運
転
す
る
車
に
は
ね
ら
れ
重
傷
を

負
っ
た
。
Ｅ
は
、
事
故
以
前
か
ら
、
Ｆ
保
険
会
社
と
の
間
で
自
動
車
保
険
に
加
入
し
て
い
た
。
事
故
後
に
Ａ
（
Ｂ
弁
護
士
）
と
Ｆ
保
険
会

社
と
の
間
で
示
談
が
成
立
し
、
Ｂ
弁
護
士
の
預
り
金
口
座
に
保
険
金
一
〇
〇
〇
万
円
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
事
案
の
単
純
化
の

た
め
、
全
額
が
身
体
傷
害
慰
謝
料
で
あ
る
と
す
る６

））。
こ
の
示
談
成
立
が
①
平
成
二
九
年
一
一
月
二
〇
日
で
あ
る
場
合
、
②
平
成
三
〇
年

二
月
二
八
日
で
あ
る
場
合
、
③
同
年
五
月
三
一
日
で
あ
る
場
合
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
こ
の
保
険
金
は
破
産
財
団
に
帰
属
す
る
か
。
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二

裁
判
例

１

死
亡
保
険
金
請
求
権

⑴

最
判
平
成
二
八
年
四
月
二
八
日
民
集
七
〇
巻
四
号
一
〇
九
九
頁７

）

こ
の
事
案
は
、
破
産
者
Ｙ
を
保
険
金
受
取
人
と
す
る
、
破
産
手
続
開
始
後
に
具
体
化
し
た
死
亡
保
険
金
請
求
権
の
破
産
財
団
帰
属
性
に
つ

き
、
Ｙ
と
破
産
管
財
人
Ｘ
と
の
間
で
争
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
Ｙ
は
、
平
成
二
四
年
三
月
一
四
日
に
破
産
手
続
開
始
決
定
を
受
け
、
Ｘ
が
破

産
管
財
人
と
し
て
選
任
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
同
年
四
月
二
五
日
に
被
保
険
者
で
あ
っ
た
Ｙ
の
長
男
が
死
亡
し
た
）。

第
一
審
（
東
京
地
判
平
成
二
六
年
六
月
一
八
日
金
判
一
四
九
二
号
二
五
頁
）
・
原
審
（
東
京
高
判
平
成
二
六
年
一
一
月
一
一
日
金
判
一
四

九
二
号
二
二
頁
）
と
も
に
、
抽
象
的
保
険
金
請
求
権
は
破
産
手
続
開
始
前
に
生
じ
た
原
因
に
基
づ
い
て
行
う
こ
と
が
あ
る
将
来
の
請
求
権
と

し
て
破
産
財
団
に
属
す
る
財
産
（
破
産
法
一
五
六
条
一
項
）
に
な
る
と
判
示
し
、
Ｘ
ら
の
請
求
を
一
部
認
容
し
た
。
最
高
裁
も
、
条
件
成
就

前
の
死
亡
保
険
金
請
求
権
に
財
産
的
価
値
を
認
め
た
う
え
で
、
同
請
求
権
は
「
破
産
者
が
破
産
手
続
開
始
前
に
生
じ
た
原
因
に
基
づ
い
て
行

う
こ
と
が
あ
る
将
来
の
請
求
権
」
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
死
亡
保
険
金
受
取
人
の
破
産
財
団
に
属
す
る
と
判
断
し
、
上
告
を
棄
却
し
た
。

す
な
わ
ち
、
⑴
判
決
は
、
破
産
手
続
中
に
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
場
合
（C

a
se 1

②
に
相
当
）
の
死
亡
保
険
金
請
求
権
全
額
の
破
産
財

団
帰
属
を
肯
定
し
た８

）。

論 説
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２

慰
謝
料
請
求
権

⑵

最
判
昭
和
五
八
年
十
月
六
日
民
集
三
七
巻
八
号
一
〇
四
一
頁

こ
の
事
案
は
、
破
産
者
の
有
す
る
、
破
産
手
続
開
始
前
に
発
生
し
た
名
誉
毀
損
に
基
づ
く
慰
謝
料
請
求
権
の
破
産
財
団
帰
属
性
が
争
わ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
破
産
者
は
破
産
手
続
終
了
後
に
死
亡
し
て
い
る
。

最
高
裁
は
、
本
件
の
よ
う
な
慰
謝
料
請
求
権
の
行
使
上
の
一
身
専
属
性
を
認
め
つ
つ
も
、

具
体
的
な
金
額
の
慰
藉
料
請
求
権
が
当
事
者

間
に
お
い
て
客
観
的
に
確
定
し
た
と
き
」
ま
た
は
「
被
害
者
が
そ
れ
以
前
の
段
階
で
死
亡
し
た
と
き
」
に
は
行
使
上
の
一
身
専
属
性
が
失
わ

れ
、
差
押
え
が
可
能
に
な
る
と
判
断
し
た
。
し
か
し
、
本
件
で
は
「
破
産
終
結
の
決
定
が
さ
れ
た
の
ち
に
行
使
上
の
一
身
専
属
性
を
失
な
う

に
至
っ
た
〔
被
害
者
が
死
亡
し
た
〕
慰
藉
料
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
破
産
法
二
八
三
条
一
項
後
段
〔
現
行
破
産
法
二
一
五
条
一
項
後
段
〕
の

適
用
が
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
か
ら
、
本
件
慰
藉
料
請
求
権
が
…
破
産
財
団
に
帰
属
す
る
余
地
は
な
〔
い
〕」
と
し
、
同
請
求
権

の
破
産
財
団
の
帰
属
を
肯
定
す
る
原
判
決
（
大
阪
高
判
昭
和
五
四
年
三
月
三
〇
日
判
時
九
七
一
号
五
一
頁
）
を
破
棄
し
た
。

す
な
わ
ち
、
最
高
裁
は
、
名
誉
棄
損
に
基
づ
く
慰
謝
料
請
求
権
に
つ
き９

）、
破
産
手
続
中
に
一
身
専
属
性
が
失
わ
れ
た
場
合
（C

a
se 2

②

に
相
当
）
の
破
産
財
団
帰
属
を
肯
定
す
る
一
方
（
傍
論
）、
手
続
終
了
後
に
一
身
専
属
性
が
失
わ
れ
た
場
合
（C

a
se 2

③
に
相
当
）
の
破
産

財
団
帰
属
を
否
定
し
た
。

⑶

名
古
屋
高
判
平
成
元
年
二
月
二
一
日
判
タ
七
〇
二
号
二
五
九
頁

こ
の
事
案
も
、
破
産
者
の
有
す
る
慰
謝
料
請
求
権
の
破
産
財
団
帰
属
性
が
争
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
⑵
判
決
の
事
案
と
異
な
り
破
産
手

続
は
終
了
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
請
求
権
の
具
体
化
事
由
も
生
じ
て
い
な
か
っ
た
。

原
審
（
津
地
判
昭
和
六
三
年
五
月
一
七
日
判
タ
六
七
〇
号
一
六
五
頁
）
は
、
本
件
慰
謝
料
請
求
権
は
、
近
親
者
が
同
請
求
権
を
行
使
す
る

（85-１- ）5 5
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意
思
を
表
示
し
た
だ
け
で
そ
の
具
体
的
金
額
が
当
事
者
間
に
お
い
て
客
観
的
に
確
定
し
な
い
間
は
な
お
一
身
専
属
性
を
有
し
、
旧
破
産
法
六

条
三
項
〔
現
行
三
四
条
三
項
二
号
〕
の
「
差
押
フ
ル
コ
ト
得
サ
ル
財
産
」
に
該
当
し
、
右
近
親
者
が
破
産
宣
告
を
受
け
て
も
そ
の
破
産
財
団

に
は
属
し
な
い
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
破
産
者
（
原
告
）
が
控
訴
し
た
が
、
⑶
判
決
も
、
⑵
判
決
を
引
用
し
つ
つ
原
審
と
ほ
ぼ
同
一
の
理
由

に
基
づ
き
控
訴
を
棄
却
し
た
。

す
な
わ
ち
、
⑶
判
決
は
、
近
親
者
の
生
命
侵
害
に
基
づ
く
慰
謝
料
請
求
権
に
つ
き
、
破
産
手
続
中
で
、
か
つ
金
額
未
確
定
の
場
合
の
破
産

財
団
帰
属
を
否
定
し
た
。

⑷

大
阪
高
判
平
成
二
六
年
三
月
二
〇
日
債
管
一
四
五
号
九
七
頁

こ
の
事
案
は
、
交
通
事
故
に
よ
り
破
産
者
Ａ
が
取
得
し
た
損
害
保
険
金
の
う
ち
、
慰
謝
料
請
求
権
に
相
当
す
る
部
分
の
破
産
財
団
帰
属
性

が
Ａ
の
代
理
人
Ｙ
と
破
産
管
財
人
Ｘ
と
の
間
で
争
わ
れ
た
も
の
で
あ
る10

）。
こ
の
事
案
で
は
、
破
産
手
続
開
始
前
に
破
産
者
と
保
険
会
社
と
の

間
で
示
談
が
成
立
し
て
い
た
、
す
な
わ
ち
、
慰
謝
料
請
求
権
の
具
体
化
が
生
じ
て
い
た
。

原
審
（
奈
良
地
裁
葛
城
支
判
平
成
二
五
年
一
〇
月
一
七
日
債
管
一
四
五
号
一
〇
八
頁
）
お
よ
び
本
判
決
と
も
、
⑵
判
決
を
参
照
し
、
生
命

身
体
に
対
す
る
侵
害
に
基
づ
く
慰
謝
料
請
求
権
に
つ
い
て
も
行
使
上
の
一
身
専
属
性
を
認
め
つ
つ
も
、
慰
謝
料
請
求
権
が
当
事
者
間
に
お
い

て
具
体
的
な
金
額
を
も
っ
て
客
観
的
に
確
定
し
た
と
き
は
、
も
は
や
一
身
専
属
性
を
失
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
差
押
禁
止
財
産
と
し
て
扱

う
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
。
結
論
と
し
て
、
本
件
で
も
破
産
手
続
前
に
前
記
交
通
事
故
が
発
生
し
、
ま
た
保
険
会
社
と
の
間
で
示
談
が
成
立

し
て
保
険
会
社
か
ら
保
険
金
が
支
払
わ
れ
て
い
る
以
上
、
Ｙ
の
有
す
る
預
り
金
の
う
ち
傷
害
慰
謝
料
お
よ
び
後
遺
障
害
慰
謝
料
に
相
当
す
る

部
分
に
つ
い
て
も
破
産
法
三
四
条
一
項
の
破
産
財
団
に
属
す
る
財
産
に
該
当
す
る
と
判
断
し
、
控
訴
を
棄
却
し
た11

）。

す
な
わ
ち
、
⑷
判
決
は
、
破
産
手
続
開
始
前
に
具
体
的
な
額
が
確
定
し
た
慰
謝
料
請
求
権
（C

a
se 2

①
に
相
当
）
の
破
産
財
団
帰
属
を

肯
定
し
た
。
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な
お
、
Ｙ
は
本
判
決
を
不
服
と
し
て
上
告
お
よ
び
上
告
受
理
申
立
て
を
し
た
が
、
最
高
裁
は
上
告
棄
却
・
上
告
不
受
理
決
定
を
し
、
本
判

決
は
確
定
し
た
。３

小
括

以
上
の
裁
判
例
を
ま
と
め
る
と
、

（
ア
）
死
亡
保
険
金
請
求
権

・
破
産
手
続
中
に
請
求
権
が
具
体
化
、
す
な
わ
ち
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
場
合
（C

a
se 1

②
に
相
当12

））、
死
亡
保
険
金
請
求
権
は
破
産
財

団
に
含
ま
れ
る
。

・
破
産
手
続
終
了
後
に
請
求
権
が
具
体
化
し
た
場
合
（C

a
se 1

③
に
相
当
）
に
つ
い
て
、
判
例
の
態
度
は
不
明
で
あ
る
。

（
イ
）
慰
謝
料
請
求
権：

⑵
判
決
の
射
程
が
身
体
傷
害
に
基
づ
く
慰
謝
料
請
求
権
に
も
及
ぶ
と
す
る
な
ら
ば
（
⑵
判
決
後
の
下
級
審
で
あ
り
、

身
体
傷
害
に
関
す
る
⑶
⑷
判
決
は
⑵
判
決
を
引
用
し
て
い
る
）、

・
破
産
手
続
中
（C

a
se 2

②
に
相
当
）
に
慰
謝
料
請
求
権
が
客
観
的
に
確
定
（
な
い
し
被
害
者
が
死
亡
）
し
た
場
合
、
同
請
求
権
は
破

産
財
団
に
帰
属
す
る13

）。

・
破
産
手
続
中
に
金
額
未
確
定
で
あ
れ
ば
、
慰
謝
料
請
求
権
は
破
産
財
団
に
帰
属
し
な
い
。

・
破
産
手
続
終
了
後
（C

a
se 2

③
に
相
当
）
に
確
定
等
が
あ
っ
た
場
合
、
慰
謝
料
請
求
権
は
破
産
財
団
に
帰
属
し
な
い
（
追
加
配
当
の

対
象
と
な
ら
な
い
）。

・
破
産
手
続
開
始
前
（C

a
se 2

①
に
相
当
）
に
確
定
等
が
あ
っ
た
場
合
、
慰
謝
料
請
求
権
は
破
産
財
団
に
帰
属
す
る
。
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三

学
説

１

本
稿
で
検
討
す
る
学
説

本
稿
で
は
、
前
掲
注

５
）で
掲
げ
た
伊
藤
教
授
・
佐
藤
教
授
の
学
説
を
中
心
的
に
取
り
上
げ
る
。
一
で
も
述
べ
た
通
り
、
こ
れ
ら
の
見
解

は
い
ず
れ
も
、
固
定
主
義
の
意
義
な
い
し
三
四
条
各
項
の
解
釈
に
関
し
重
要
な
指
摘
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ

ら
の
点
の
ほ
か
、
慰
謝
料
請
求
権
で
は
そ
の
性
質
や
一
身
専
属
性
の
喪
失
事
由
に
つ
き14

）、
ま
た
死
亡
保
険
金
で
は
抽
象
的
保
険
金
請
求
権
が

財
産
的
価
値
を
有
す
る
か
等15

）に
つ
き
対
立
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
検
討
の
対
象
外
と
し
た
い
。

論
点
を
集
約
化
す
る
た
め
、
以
下
で
は
特
に
、
伊
藤
説
の
う
ち
慰
謝
料
請
求
権
の
破
産
財
団
帰
属
性
に
か
か
わ
る
部
分
を
、
ま
た
佐
藤
説

の
う
ち
慰
謝
料
請
求
権
お
よ
び
死
亡
保
険
金
の
破
産
財
団
帰
属
性
に
か
か
わ
る
部
分
を
取
り
上
げ
る16

）。
ま
た
、
い
ず
れ
も
自
身
の
結
論
の
補

強
と
し
て
自
由
財
産
拡
張
制
度
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
。

２

伊
藤
説

①
慰
謝
料
請
求
権：

伊
藤
説
は
、
身
体
傷
害
に
基
づ
く
慰
謝
料
請
求
権
の
破
産
財
団
帰
属
性
に
つ
い
て
議
論
す
る
際
、
ま
ず
現
行
法
で
固

定
主
義
が
と
ら
れ
た
理
由
に
着
目
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
破
産
者
の
経
済
生
活
の
再
生
の
機
会
を
保
障
し
よ
う
と
す
る
立
法

者
の
意
思
を
表
し
た
も
の17

）」
と
述
べ
る
。
そ
の
う
え
で
、
仮
に
具
体
的
金
額
が
確
定
し
一
身
専
属
性
を
失
っ
た
と
し
て
も
、
慰
謝
料
請
求
権

は
心
身
の
苦
痛
を
和
ら
げ
る
も
の
で
あ
り
、
破
産
手
続
開
始
後
の
期
間
の
苦
痛
に
対
応
す
る
慰
謝
料
請
求
権
は
固
定
主
義
の
趣
旨
か
ら
破
産

財
団
に
組
み
込
む
べ
き
で
は
な
い
、
固
定
主
義
を
適
用
し
手
続
開
始
後
の
同
請
求
権
を
新
得
財
産
と
す
る
こ
と
は
「
債
務
者
に
つ
い
て
経
済
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生
活
の
再
生
の
確
保
の
機
会
を
図
る
こ
と
」

破
産
法
一
条
）
に
つ
な
が
る18

）、
と
論
じ
る19

）。

②
自
由
財
産
拡
張
制
度：

伊
藤
説
は
、
こ
の
制
度
は
差
押
禁
止
財
産
の
制
度
（
民
事
執
行
法
一
三
一
条
・
一
五
二
条
）
と
同
様
、
破
産
者

の
最
低
限
の
生
活
を
保
障
す
る
た
め
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
論
じ
る20

）。

３

佐
藤
説

①
死
亡
保
険
金：

佐
藤
説
は
、
三
四
条
二
項
は
膨
張
主
義
的
な
規
定
で
あ
る
が
、
破
産
手
続
を
無
制
限
に
継
続
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

し
て
、
そ
の
適
用
に
制
限
を
か
け
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

そ
の
う
え
で
佐
藤
説
は
、
死
亡
保
険
金
全
額
の
財
団
加
入
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
一
〇
三
条
二
項
一
号
ロ
（
額
が
不
確
定
で
あ
る
破

産
債
権
に
つ
い
て
は
破
産
手
続
開
始
時
の
評
価
額
を
も
っ
て
参
加
す
る
）
を
三
四
条
二
項
に
参
照
し
よ
う
と
す
る
。
破
産
財
団
側
も
抽
象
的

請
求
権
の
開
始
時
の
評
価
額
を
組
み
入
れ
る
こ
と
で
、
破
産
債
権
側
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
抽
象
的
保

険
金
請
求
権
で
は
、
開
始
時
の
解
約
返
戻
金
相
当
額
を
評
価
額
と
し
て
破
産
財
団
に
組
み
入
れ
る
と
い
う
処
理
を
す
べ
き
と
述
べ
る21

）。

な
お
、
佐
藤
説
も
、
保
険
事
故
が
破
産
手
続
開
始
前
に
発
生
し
て
い
る
場
合
（C

a
se 1

①
相
当
）
は
、
具
体
化
さ
れ
た
死
亡
保
険
金
が

破
産
財
団
に
帰
属
す
る
と
し
て
い
る22

）。

②
慰
謝
料
請
求
権：

佐
藤
説
は
、
示
談
交
渉
が
済
み
、
慰
謝
料
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
保
険
金
が
支
払
わ
れ
、
一
身
上
の
専
属
性
が
失

わ
れ
た
と
し
て
も
、

破
産
手
続
後
も
負
傷
に
よ
る
苦
痛
は
日
々
続
く
の
で
、
慰
謝
料
は
そ
れ
を
緩
和
す
る
も
の
と
し
て
日
々
必
要
な
も
の

で
あ
る
」

代
理
人
弁
護
士
の
下
で
分
別
管
理
さ
れ
て
い
る
限
り
、
固
定
主
義
の
帰
結
と
し
て
、
受
領
済
み
の
保
険
料
を
破
産
の
前
後
で
切

り
分
け
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
」
と
し
、
慰
謝
料
請
求
権
の
う
ち
、
手
続
開
始
後
の
損
害
に
相
当
す
る
部
分
の
財

団
帰
属
を
否
定
す
る23

）。
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ま
た
、
佐
藤
説
は
、
破
産
法
三
四
条
三
項
二
号
但
書
の
適
用
期
限
を
破
産
手
続
継
続
中
ま
で
と
解
し
、
一
身
専
属
性
の
喪
失
時
期
が
破
産

手
続
終
了
後
の
場
合
に
は
同
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
と
す
る24

）。
な
お
、
こ
の
よ
う
に
、
破
産
法
三
四
条
三
項
二
号
但
書
（
旧
破
産
法
六
条
三

項
但
書
）
の
適
用
範
囲
を
破
産
終
結
決
定
の
時
点
ま
で
に
限
定
す
べ
き
と
す
る
主
張
は
、
⑵
判
決
以
前
か
ら
さ
れ
て
き
た25

）。
こ
の
有
力
説
は
、

同
但
書
は
固
定
主
義
の
例
外
で
あ
っ
て
あ
ま
り
広
く
解
す
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
。

③
自
由
財
産
拡
張
制
度：

佐
藤
説
は
、
自
由
財
産
拡
張
制
度
の
意
義
を
認
め
つ
つ
も
、
現
在
の
実
務
で
は
差
押
禁
止
現
金
基
準
で
あ
る
九

九
万
円
（
破
産
法
三
四
条
三
項
一
号
）
が
拡
張
の
上
限
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
と
ら
え
、
こ
の
制
度
に
よ
る
調
整
の
限
界
を
示
す26

）。

４

小
括

佐
藤
説
は
、
死
亡
保
険
金
に
つ
い
て
、
破
産
手
続
開
始
前
に
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
場
合
（C

a
se 1

①
に
相
当
す
る
場
合
）
に
は
そ
の

全
額
の
破
産
財
団
帰
属
を
認
め
る
一
方
、
そ
れ
以
外
の
場
合
（C

a
se 1

②
な
い
し
③
に
相
当
す
る
場
合
）
に
は
、
一
〇
三
条
二
項
一
号
ロ

を
参
照
し
つ
つ
、
開
始
時
の
解
約
返
戻
金
相
当
額
の
み
が
破
産
財
団
に
帰
属
す
る
と
述
べ
、
三
四
条
二
項
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と
を
否

定
す
る
。

ま
た
、
伊
藤
説
・
佐
藤
説
と
も
、
一
身
専
属
性
が
失
わ
れ
た
慰
謝
料
請
求
権
も
破
産
手
続
開
始
前
後
に
分
け
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
開
始
後

の
損
害
に
対
応
す
る
部
分
つ
い
て
は
破
産
財
団
に
含
ま
れ
な
い
と
し
て
三
四
条
三
項
二
号
但
書
の
適
用
を
制
限
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

C
a
se 2

①
な
い
し
②
の
よ
う
な
場
合
、
破
産
手
続
開
始
前
の
損
害
に
対
応
す
る
慰
謝
料
請
求
権
の
み
が
破
産
財
団
に
含
ま
れ
、
開
始
後
に

相
当
す
る
部
分
は
破
産
財
団
に
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
、C

a
se 2

③
の
よ
う
に
手
続
終
了
後
に
一
身
専
属
性
が
失
わ
れ
た

場
合
、
同
但
書
の
適
用
は
全
面
的
に
否
定
さ
れ
、
慰
謝
料
全
額
が
破
産
者
に
帰
属
す
る
。

そ
し
て
、
以
上
の
よ
う
に
三
四
条
二
項
・
三
項
二
号
但
書
の
適
用
を
制
限
す
る
根
拠
と
し
て
、
以
下
の
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
以
下
、
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論
拠
①
な
ど
と
す
る
）。

①
「
固
定
主
義
の
趣
旨
」、
す
な
わ
ち
破
産
者
の
生
活
再
建
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
（
伊
藤
説
①
）。

②
三
四
条
二
項
・
三
項
二
号
但
書
は
固
定
主
義
の
例
外
な
い
し
膨
張
主
義
的
規
定
で
あ
り
、
ま
た
破
産
手
続
が
無
制
限
に
続
く
こ
と
は
不

都
合
で
あ
る
か
ら
、
ど
こ
か
で
適
用
の
終
期
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
（
佐
藤
説
①
②
）。

③
現
在
の
自
由
財
産
拡
張
制
度
の
意
義
な
い
し
実
務
運
用
に
か
ん
が
み
る
と
、
同
制
度
に
よ
る
債
務
者
の
保
護
に
は
限
界
が
あ
る
（
伊
藤

説
②
、
佐
藤
説
③
）。

四

検
討

１

固
定
主
義
の
意
義
に
つ
い
て
｜
｜
伝
統
的
説
明
の
検
証

以
下
で
は
、
三
１
で
述
べ
た
通
り
、
死
亡
保
険
金
請
求
権
お
よ
び
慰
謝
料
請
求
権
の
財
団
帰
属
性
を
、
固
定
主
義
、
そ
し
て
三
四
条
二

項
・
三
項
二
号
但
書
の
解
釈
と
い
う
観
点
か
ら
議
論
し
、
慰
謝
料
請
求
権
の
性
質
等
に
つ
い
て
は
検
討
の
対
象
外
と
す
る27

）。

伊
藤
説
・
佐
藤
説
と
も
、
三
四
条
二
項
・
三
項
二
号
但
書
の
適
用
を
解
釈
に
よ
り
制
限
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て

は
三
４
で
挙
げ
た
論
拠
①
〜
③
が
あ
る
が
、
論
拠
②
以
下
に
つ
い
て
は
２
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
、
ま
ず
論
拠
①
に
つ
い
て
本
項
で
検
討

す
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
特
に
伊
藤
説
は
、
固
定
主
義
の
意
義
と
し
て
生
活
保
障
を
重
視
す
る
こ
と
で
、
慰
謝
料
請
求
権
の
破
産
財
団

帰
属
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
。

し
か
し
、
固
定
主
義
と
生
活
保
障
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
は
、
従
来
の
議
論
だ
け
で
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
確
か
に
、
伊
藤
教
授
も
引
用
さ
れ
、
ま
た
今
な
お
多
く
の
文
献
が
固
定
主
義
の
意
義
に
つ
い
て
の
説
明
に
際
し
引
用
す
る
加
藤
正
治
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博
士
の
論
稿
は
「
固
定
主
義
は
破
産
者
の
勤
労
を
奨
励
し
破
産
者
及
び
そ
の
家
族
の
た
め
に
生
じ
る
生
活
の
資
料
を
取
得
せ
し
む
る
の
利
益

あ
り28

）（
漢
字
仮
名
遣
い
を
現
代
の
も
の
に
改
め
て
い
る
。
以
下
同
じ
）」
と
述
べ
、
固
定
主
義
の
意
義
と
し
て
生
活
再
建
を
強
調
し
て
い
る

よ
う
に
み
え
る
。

も
っ
と
も
、
加
藤
博
士
は
、
こ
の
部
分
に
続
け
て
、
〔
膨
張
主
義
を
採
用
し
た
〕
と
き
は
破
産
者
は
如
何
に
勤
労
を
為
す
も
其
利
得
は
直

に
破
産
財
団
に
吸
収
し
去
ら
れ
自
己
の
直
接
の
利
益
と
な
ら
ざ
る
が
故
に
自
暴
自
棄
に
陥
り
稼
ぐ
に
追
い
付
く
貧
乏
無
し
の
反
対
に
て
到
底

再
起
し
能
わ
ず
。
寧
ろ
安
逸
を
貪
る
に
若
し
か
す
と
為
し
破
産
者
を
駆
て
懶
惰
放
逸
に
陥
ら
し
む
る
に
至
る
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る29

）。
こ
の

よ
う
に
、
加
藤
説
の
文
脈
で
の
「
生
活
保
障
」
と
い
う
の
は
、
あ
く
ま
で
労
働
債
権
と
の
関
連
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
労
働
債

権
以
外
の
財
産
を
ど
れ
だ
け
財
団
か
ら
除
外
す
る
か
、
あ
る
い
は
よ
り
一
般
的
に
、
日
本
の
固
定
主
義
が
ど
こ
ま
で
生
活
保
障
に
つ
い
て
配

慮
し
た
も
の
で
あ
る
か
は
、
前
掲
注

28
）の
論
稿
か
ら
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る
固
定
主
義
の
内
容
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
以
上
、
伊
藤
教
授
の
よ
う
に
、
固
定
主
義
の
意
義
を
破

産
者
の
生
活
保
障
に
引
き
付
け
た
う
え
で
三
四
条
三
項
二
号
但
書
の
適
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
は
疑
問
の
余
地
が
残
る
。
ま
た
佐
藤
教
授
も
、

三
３
の
通
り
、
慰
謝
料
請
求
権
な
い
し
死
亡
保
険
金
請
求
権
の
破
産
財
団
帰
属
を
固
定
主
義
が
原
則
で
あ
る
と
の
理
由
か
ら
制
限
し
よ
う
と

す
る
が
、
こ
の
解
釈
が
三
四
条
二
項
・
三
項
二
号
但
書
の
趣
旨
に
沿
う
か
否
か
は
検
証
の
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
以
下
で
は
、
三
四
条
二
項
・
三
項
二
号
但
書
の
条
文
に
即
し
て
、
前
記
論
拠
②
以
下
の
是
非
、
そ
し
て
各
種
保
険
金
請
求
権
の
破

産
財
団
帰
属
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
た
だ
し
、C

a
se 2

で
問
題
と
な
る
慰
謝
料
請
求
権
の
破
産
財
団
帰
属
性
に
つ
い
て
は
、
三
四
条
三

項
二
号
但
書
の
解
釈
に
つ
い
て
よ
り
立
ち
入
っ
た
検
討
が
必
要
に
な
る
と
解
さ
れ
る
た
め
、
３
で
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
次
の
２
で
は
、

C
a
se 1

で
問
題
と
な
る
死
亡
保
険
金
の
破
産
財
団
帰
属
性
、
そ
し
て
三
四
条
二
項
の
解
釈
に
つ
い
て
、
特
に
同
項
適
用
の
時
的
限
界
と
い

う
方
向
か
ら
検
討
を
加
え
る
。
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２

破
産
法
三
四
条
二
項
適
用
の
時
的
限
界

⑴

破
産
法
三
四
条
二
項
と
固
定
主
義

佐
藤
説
は
、
三
四
条
二
項
を
、
固
定
主
義
の
あ
る
種
の
例
外
で
あ
り
、
一
種
の
膨
張
主
義
的
現
象
が
見
て
取
れ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
三

四
条
二
項
は
、
従
来
よ
り
、
発
生
原
因
が
手
続
開
始
前
に
あ
る
請
求
権
も
財
団
に
含
め
る
こ
と
で
固
定
主
義
の
趣
旨
を
明
確
に
す
る
確
認
的

規
定
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
お
り30

）、
固
定
主
義
の
例
外
を
構
成
す
る
と
は
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
三
四
条
三
項
二
号
但
書
に
つ
い
て
も
、
佐
藤
説
な
ど
の
有
力
説
は
こ
れ
を
固
定
主
義
の
例
外
と
位
置
付
け
る
が
（
前
掲
三
３
参

照
）、
同
但
書
が
固
定
主
義
の
例
外
と
い
え
る
か
に
つ
い
て
は
前
述
の
通
り
立
ち
入
っ
た
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
る
た
め
、
３
で
項
を
改
め

て
論
じ
る
。

⑵

破
産
法
三
四
条
二
項
と
一
〇
三
条
｜
｜
破
産
手
続
中
に
具
体
化
し
た
請
求
権
の
扱
い

三
３
で
述
べ
た
通
り
、
佐
藤
説
は
、
三
四
条
二
項
を
一
〇
三
条
二
項
一
号
ロ
と
同
様
の
効
果
を
持
つ
よ
う
読
み
替
え
る
こ
と
で
、

C
a
se 1

②
な
い
し
③
に
相
当
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
三
四
条
二
項
の
適
用
を
制
限
し
、
一
定
の
保
険
金
請
求
権
を
破
産
財
団
か
ら
除
外
し

よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
佐
藤
説
に
対
し
て
は
、
次
の
二
つ
の
方
向
か
ら
批
判
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
一
に
、
そ
の
よ
う
に
読
み
替
え
る
明
文
上
の
根
拠
を
欠
く
。
仮
に
破
産
財
団
と
破
産
債
権
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
も
、

む
し
ろ
死
亡
保
険
金
な
ど
の
条
件
付
債
権
に
は
一
〇
三
条
四
項
が
適
用
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
同
項
は
、
一
〇
三
条
二
項
一
号
ロ
と
は
異
な

り
、
条
件
付
き
で
は
あ
る
が
債
権
全
額
の
行
使
を
認
め
る
規
定
で
あ
っ
て
、
評
価
額
に
落
と
し
込
む
規
定
で
は
な31

）い32
）。

第
二
に
、
条
件
付
債
権
を
法
律
に
よ
っ
て
一
律
に
評
価
額
と
す
る
こ
と
が
適
切
か
、
と
い
う
批
判
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ

の
問
題
は
、C

a
se 1

の
よ
う
な
死
亡
保
険
金
請
求
権
で
あ
れ
ば
解
約
返
戻
金
相
当
額
を
基
準
と
す
る
た
め
に
さ
ほ
ど
問
題
と
な
ら
な
い
か

（85-１- ）13 13

破産法三四条二項・三項二号但書と固定主義（浅野）



も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
基
準
の
な
い
宝
く
じ
な
ど
で
は
表
面
化
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
〇
・
〇
一
％
の
確
率
で
一
億
円

が
当
た
る
宝
く
じ
を
破
産
者
が
有
し
て
い
た
と
す
る
。
仮
に
こ
の
評
価
額
を
期
待
値
で
あ
る
一
万
円
と
す
る
な
ら
ば
、
破
産
者
は
一
万
円
を

財
団
に
支
払
う
代
わ
り
に
宝
く
じ
の
保
持
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
少
額
の
評
価
額
を
支
払
う
こ
と
で
、
破
産

者
は
引
き
続
き
破
産
手
続
開
始
後
に
大
金
を
取
得
で
き
る
可
能
性
を
保
持
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
結
果
、
破
産
者
に
は
、
破
産

手
続
開
始
前
に
、
破
産
手
続
開
始
後
に
多
額
の
金
銭
を
取
得
す
る
こ
と
に
賭
け
て
、
自
身
の
財
産
を
宝
く
じ
に
つ
ぎ
込
む
こ
と
に
対
す
る
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
生
じ
か
ね
な
い33

）。
ま
た
、
佐
藤
説
は
、
〔
宝
く
じ
が
〕
仮
に
当
た
っ
て
も
少
額
な
ら
新
得
財
産
の
扱
い
で
債
権
者
も
文
句

は
い
わ
な
い
だ
ろ
う
」
と
し
て
お
り34

）、
確
か
に
少
額
で
あ
れ
ば
こ
の
よ
う
な
モ
ラ
ル
・
ハ
ザ
ー
ド
の
問
題
は
生
じ
な
い
が
、

少
額
の
財
産
」

を
ど
の
よ
う
に
計
算
す
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
当
事
者
間
の
交
渉
に
よ
り
評
価
額
を
定
め
る
の
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
法
律
で
一
律

に
こ
れ
を
定
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

思
う
に
、
条
件
付
債
権
を
評
価
額
と
す
る
こ
と
が
妥
当
性
を
欠
く
こ
と
と
な
る
理
由
と
し
て
は
、
一
〇
三
条
二
項
一
号
ロ
の
典
型
例
と
さ

れ
て
い
る
将
来
の
収
益
分
配
請
求
権
な
ど
と
比
べ
、
死
亡
保
険
金
を
は
じ
め
と
す
る
条
件
付
債
権
の
場
合
、
条
件
が
成
就
す
れ
ば
一
〇
〇
、

し
な
け
れ
ば
〇
と
い
う
よ
う
に
、
事
後
的
な
事
情
に
応
じ
て
価
格
の
変
動
幅
が
大
き
い
と
い
う
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る35

）。

⑶

手
続
終
了
後
に
具
体
化
し
た
請
求
権
の
追
加
配
当
の
可
能
性

三
で
述
べ
た
佐
藤
説
は
、
手
続
終
了
後
に
具
体
化
し
た
請
求
権
（C

a
se 1

③
）
も
、
破
産
手
続
中
に
具
体
化
し
た
請
求
権
と
同
様
、
評

価
額
の
み
が
破
産
財
団
に
帰
属
す
る
と
し
て
お
り
、
三
四
条
二
項
の
全
面
的
な
適
用
を
認
め
な
い36

）。

し
か
し
、
私
見
と
し
て
は
、
手
続
終
了
後
に
具
体
化
し
た
保
険
金
に
対
し
て
も
三
四
条
二
項
の
適
用
は
制
限
さ
れ
ず
、
同
請
求
権
全
額
が

破
産
財
団
に
帰
属
し
、
し
た
が
っ
て
追
加
配
当
も
可
能
で
あ
る
と
解
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
第
一
に
、
⑴
で
述
べ
た
通
り
、
三
四
条
二

項
は
固
定
主
義
の
例
外
で
は
な
い
以
上
あ
え
て
適
用
を
制
限
す
る
解
釈
を
と
る
必
要
は
な
い
こ
と
、
第
二
に
、
有
力
説
の
指
摘
す
る
、
三
四
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条
二
項
の
適
用
を
制
限
し
な
け
れ
ば
破
産
手
続
が
無
限
定
に
続
く
と
い
う
問
題
は
追
加
配
当
の
可
能
性
で
調
整
で
き
る
こ
と
、
第
三
に
、
破

産
手
続
の
進
行
お
よ
び
破
産
管
財
人
の
善
管
注
意
義
務
（
八
五
条
）
と
の
関
係
で
同
項
の
適
用
を
制
限
し
な
い
方
が
望
ま
し
い
場
合
が
あ
る

こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
の
点
に
つ
い
て
補
足
す
る
と
、
追
加
配
当
に
よ
る
調
整
に
つ
い
て
は
、
破
産
管
財
人
の
任
務
の
終
期
に
つ
い
て
判
断
し
た
最
判
平
成

五
年
六
月
二
五
日
民
集
四
七
巻
六
号
四
五
五
七
頁
が
参
考
と
な
る
。
同
判
決
で
は
、
破
産
手
続
終
了
後
に
発
見
さ
れ
た
残
余
財
産
の
処
理
に

つ
き
「
破
産
管
財
人
に
お
い
て
、
当
該
財
産
を
も
っ
て
追
加
配
当
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
予
定
し
、
又
は
予
定
す
べ
き
特
段
の
事
情
が
あ
る

と
き
に
は
、
破
産
管
財
人
の
任
務
は
い
ま
だ
終
了
し
て
い
な
い
…
」
と
判
断
し
、
一
定
の
場
合
に
は
破
産
手
続
終
了
後
に
発
見
さ
れ
た
財
産

の
追
加
配
当
も
肯
定
す
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、C

a
se 1

で
問
題
と
な
る
よ
う
な
死
亡
保
険
金
で
は
、
被
保
険
者
の
死
亡
時
期
を
手
続
終
了
時
点
で
管
財
人
が
予

測
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
追
加
配
当
も
肯
定
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
務
上
そ
の
予
測
は
困
難
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
実
際
に
追
加

配
当
が
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
か
も
し
れ
な
い37

）。
し
か
し
、
私
見
と
し
て
は
、
追
加
配
当
の
可
否
と
三
四
条
二
項
適
用
の
有
無
は
次
元
を
異

に
す
る
も
の
で
あ
り
、
手
続
終
了
後
に
具
体
化
し
た
請
求
権
も
後
者
の
レ
ベ
ル
で
財
団
帰
属
が
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
解
す
る38

）。
す

な
わ
ち
、
一
度
財
団
に
帰
属
さ
せ
た
う
え
で
、
破
産
管
財
人
の
予
測
等
を
踏
ま
え
て
追
加
配
当
可
能
性
を
判
断
し
、
追
加
配
当
が
で
き
な
い

と
判
断
す
れ
ば
放
棄
と
い
う
扱
い
に
な
る39

）。

次
に
、
第
三
の
点
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。
佐
藤
説
と
は
異
な
る
が
、
三
四
条
二
項
は
破
産
手
続
終
了
後
に
は
適
用
さ
れ
ず
、
手
続
終
了
後

に
具
体
化
し
た
請
求
権
は
財
団
に
一
切
帰
属
し
な
い
と
い
う
立
場
に
立
つ
と
、
大
方
の
破
産
事
務
が
終
了
し
た
時
点
で
同
請
求
権
の
具
体
化

が
微
妙
な
場
合
、
破
産
管
財
人
は
難
し
い
判
断
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
管
財
人
が
、
し
ば
ら
く
は
請
求
権
が
具
体
化

し
な
い
と
判
断
し
て
破
産
手
続
を
終
了
さ
せ
、
し
か
し
そ
の
予
想
に
反
し
て
破
産
手
続
終
了
直
後
に
請
求
権
が
具
体
化
し
た
場
合
、
三
四
条

二
項
が
破
産
手
続
終
了
後
に
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
前
提
に
立
つ
以
上
、
請
求
権
全
額
が
破
産
者
の
手
元
に
わ
た
り
、
破
産
債
権
者
へ
の
配
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当
原
資
と
は
な
ら
な
い
。
す
る
と
、
破
産
管
財
人
は
手
続
を
安
易
に
終
了
さ
せ
た
こ
と
を
理
由
に
善
管
注
意
義
務
違
反
に
問
わ
れ
か
ね
な
い
。

逆
に
、
善
管
注
意
義
務
違
反
に
問
わ
れ
る
こ
と
を
お
そ
れ
て
破
産
手
続
を
終
了
さ
せ
な
い
と
す
れ
ば
、
手
続
が
い
た
ず
ら
に
長
期
化
し
か
ね

な
い40

）。
そ
こ
で
、
前
記
の
よ
う
な
場
合
、
破
産
手
続
終
了
後
に
具
体
化
し
た
請
求
権
に
も
三
四
条
二
項
の
適
用
を
認
め
、

将
来
の
一
定
期

間
内
に
請
求
権
が
具
体
化
し
た
ら
追
加
配
当
を
行
う
」
と
し
た
う
え
で
早
期
に
手
続
を
終
了
さ
せ
る
方
が
、
管
財
人
へ
の
負
担
の
面
か
ら
も

望
ま
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑷

自
由
財
産
拡
張
制
度
の
意
義

三
２
、
３
の
通
り
、
有
力
説
が
三
四
条
二
項
の
適
用
に
制
限
を
か
け
る
背
景
に
は
、
現
行
の
自
由
財
産
拡
張
制
度
は
破
産
者
の
保
護
に
は

不
十
分
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
私
見
と
し
て
は
、
現
行
法
下
で
は
、
破
産
者
の
生
活
保
障
は
あ
く
ま
で
自
由
財
産
拡
張
制
度
に
よ

り
図
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
固
定
主
義
な
い
し
三
四
条
各
項
か
ら
直
接
生
活
保
障
を
図
る
こ
と
は
、
固
定
主
義
の
意
義
に
つ
い
て
の
議
論
が
不

十
分
で
あ
る
以
上
、
尚
早
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
三
四
条
二
項
に
時
的
制
限
を
設
け
な
い
場
合
、
破
産
財
団
に
帰
属
す
る
財
産
は
増
加
し
、

そ
の
一
方
で
破
産
者
の
手
元
に
残
さ
れ
る
財
産
は
少
額
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
私
見
と
し
て
も
、
破
産
者
保
護
の
た
め
に
自
由
財
産
拡
張
制

度
の
積
極
的
な
活
用
が
求
め
ら
れ
る
と
解
す
る
。

た
だ
し
、
有
力
説
の
指
摘
す
る
通
り
、
自
由
財
産
拡
張
制
度
に
よ
る
破
産
者
の
保
護
に
は
限
界
が
伴
う
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
の
理

由
と
し
て
以
下
の
点
が
指
摘
で
き
よ
う
。
第
一
に
、
三
３
の
通
り
、
実
務
上
九
九
万
円
を
超
え
る
現
金
が
自
由
財
産
と
さ
れ
る
の
は
、
破
産

者
の
長
期
入
院
の
場
合
な
ど
極
め
て
限
定
的
と
さ
れ
て
い
る41

）。
第
二
に
、
三
四
条
四
項
は
、

破
産
手
続
開
始
の
決
定
が
あ
っ
た
時
か
ら
当

該
決
定
が
確
定
し
た
日
以
後
一
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
」
自
由
財
産
の
拡
張
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
そ
れ
以
後
に
請

求
権
が
具
体
化
し
た
場
合
、
自
由
財
産
拡
張
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も
生
じ
う
る42

）。
も
っ
と
も
、
第
二
の
点
に
つ
い
て

は
、
こ
の
期
間
は
不
変
期
間
で
は
な
く
裁
判
所
の
裁
量
に
よ
り
伸
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
た
め43

）（
一
三
条
、
民
訴
九
六
条
一
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項
）、
実
際
に
は
さ
ほ
ど
大
き
な
問
題
と
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い44

）。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
以
上
の
う
ち
第
一
の
点
に
つ
い
て
は
同
制
度
の
意
義45

）に
、
第
二
の
点
に
つ
い
て
は
立
法
論
的
課
題
に
か
か
わ
る
問
題
と

い
え
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
問
題
点
の
指
摘
に
と
ど
め
、
詳
細
な
検
討
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
（
後
掲
五
も
参
照
）。

３

破
産
法
三
四
条
三
項
二
号
但
書
と
固
定
主
義

⑴

問
題
の
所
在

２
⑴
で
述
べ
た
通
り
、
三
四
条
二
項
で
扱
わ
れ
る
将
来
の
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
固
定
主
義
の
例
外
を
構
成
す
る
も
の
で
は
な
い
と
従
来

か
ら
説
明
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
、
三
四
条
三
項
二
号
但
書
で
問
題
と
な
る
、
破
産
手
続
開
始
後
に
差
押
可
能
と
な
っ
た
財
産
（
以
下

で
は
、

財
産
」
を
本
稿
の
問
題
関
心
に
即
し
て
請
求
権
と
す
る
）
に
つ
い
て
は
、
同
条
二
項
の
将
来
の
請
求
権
と
同
じ
く
固
定
主
義
の
例

外
で
は
な
い
、
と
当
然
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
、
同
項
で
問
題
と
な
る
将
来
の
請
求
権
は
、
具
体
化
前
で
あ
っ
て
も
財

産
的
価
値
が
認
め
ら
れ
破
産
財
団
に
属
し
て
い
る
と
説
明
さ
れ
る
一
方46

）、
三
四
条
三
項
二
号
但
書
で
問
題
と
な
る
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
差

押
可
能
と
な
る
前
か
ら
同
条
二
項
と
同
様
に
抽
象
的
な
形
で
財
団
に
帰
属
し
て
い
る
と
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
い
っ
た
ん
差
押
禁
止
財

産
で
あ
る
と
し
て
破
産
財
団
に
含
ま
れ
な
い
と
さ
れ
た
も
の
が
差
押
可
能
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
財
団
に
復
帰
す
る
の
か
は
定
か
で
は
な
い

た
め
で
あ
る
。

前
者
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
三
四
条
三
項
二
号
但
書
で
扱
わ
れ
る
請
求
権
も
同
条
二
項
で
扱
わ
れ
る
請
求
権
と
同
じ
も
の
と
な
り
、
し
た

が
っ
て
同
但
書
は
固
定
主
義
の
例
外
を
構
成
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
２
⑴
以
下
の
議
論
は
三
四
条
三
項
二
号
但
書
で
扱
わ
れ
る
請
求
権

に
も
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
こ
と
と
な
る
。
他
方
、
後
者
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
三
四
条
三
項
二
号
但
書
で
扱
わ
れ
る
請
求
権
と
同
条
二
項

で
扱
わ
れ
る
請
求
権
と
を
同
列
に
論
じ
る
こ
と
は
難
し
く
な
る
。
と
い
う
の
も
、
例
え
ばC

a
se 2

③
の
よ
う
に
手
続
終
了
後
に
請
求
権
が
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具
体
化
し
た
場
合
、
手
続
終
了
後
に
は
財
団
財
産
が
配
当
さ
れ
、
破
産
管
財
人
の
任
務
も
終
了
し
て
い
る
以
上
、
い
っ
た
ん
破
産
財
団
か
ら

出
た
財
産
を
破
産
手
続
終
了
後
に
再
び
財
団
に
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
議
論
も
成
り
立
つ
可
能
性
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

後
者
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
請
求
権
具
体
化
ま
で
財
団
に
帰
属
し
て
い
な
か
っ
た
請
求
権
の
財
団
加
入
を
破
産
手
続
開
始
後
に
認
め
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
、
や
は
り
三
四
条
三
項
二
号
但
書
は
固
定
主
義
の
例
外
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
ど
ち
ら
の
構
成
を
と
ろ
う
と
も
、C

a
se 2

①
な
い
し
③
い
ず
れ
の
場
合
で
も
同
但
書
が
適
用
さ
れ
て
慰
謝
料

請
求
権
の
破
産
財
団
帰
属
を
肯
定
で
き
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
法
的
構
成
の
違
い
に
応
じ
て
、
財
団
に
加
入
す
る
と
い
う
結
論
を
導
く
た

め
の
過
程
に
差
が
生
じ
る
と
考
え
る
た
め
、
あ
り
う
る
法
的
構
成
に
つ
い
て
次
の
⑵
で
項
を
改
め
て
検
討
す
る
。

⑵

三
四
条
三
項
二
号
但
書
の
対
象
と
な
る
請
求
権
の
扱
い

（
ア
）
第
一
に
、
差
押
禁
止
財
産
を
完
全
に
財
団
か
ら
除
外
す
る
と
い
う
考
え
が
あ
る
。
三
四
条
三
項
二
号
但
書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
対

象
と
な
る
財
産
が
法
的
に
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
か
に
つ
い
て
説
明
す
る
文
献
は
管
見
の
限
り
皆
無
で
あ
る
。
唯
一
、
小
野
木
常
博
士
が
、

破
産
者
は
自
由
財
産
に
付
て
の
管
理
処
分
権
に
基
づ
き
任
意
に
之
に
属
す
る
財
産
を
破
産
財
団
に
属
せ
し
め
て
破
産
の
対
象
と
為
し
得
る

も
の
と
謂
う
べ
く
、
之
を
自
由
財
産
の
委
付
と
称
す
る
。
個
別
執
行
に
於
け
る
と
同
じ
く
（〔
旧
〕
民
訴
五
七
〇
条
四
項
）、
破
産
執
行
に
於

い
て
も
亦
、
破
産
者
の
差
押
の
承
諾
あ
る
場
合
に
は
差
押
を
禁
止
し
又
は
制
限
せ
ら
れ
る
財
産
も
破
産
財
団
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
の
で
あ
る

が
（〔
旧
〕
破
六
条
三
項
、〔
旧
〕
民
訴
五
七
〇
条
四
項
）、
そ
の
所
謂
差
押
の
承
諾
は
茲
に
謂
ふ
自
由
財
産
の
委
付
に
他
な
ら
な
い47

）」、
す
な

わ
ち
主
体
の
変
更
の
な
い
ま
ま
破
産
者
が
管
理
処
分
権
を
放
棄
す
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
る
。
こ
の
見
解
を
前
提
と
す
る
と
、
三
四
条
三
項

二
号
但
書
は
、
い
っ
た
ん
自
由
財
産
、
つ
ま
り
破
産
財
団
外
と
さ
れ
た
差
押
禁
止
財
産
が
事
後
的
に
破
産
財
団
に
復
帰
す
る
と
い
う
意
味
で
、

固
定
主
義
の
例
外
を
構
成
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
こ
の
見
解
に
対
し
て
は
、
破
産
者
の
承
諾
に
よ
り
差
押
禁
止
を
解
除
し
破
産
財
団
に
組
み
入
れ
る
措
置
（
旧
民
訴
五
七
〇
条
）
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は
昭
和
五
四
年
の
法
改
正
以
降
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
前
述
の
説
明
は
現
在
で
は
通
用
し
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
点
を
指

摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
イ
）
第
二
に
、
三
四
条
三
項
二
号
但
書
で
扱
わ
れ
る
請
求
権
も
、
差
押
え
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
段
階
か
ら
潜
在
的
に
財
団
に
加
入
し
て

い
た
と
い
う
考
え
が
あ
り
得
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
を
明
示
的
に
述
べ
る
も
の
は
管
見
の
限
り
存
在
し
な
い
が
、
⑵
判
決
の
調
査
官
解
説
は

こ
れ
に
親
和
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
同
解
説48

）で
は
、

破
産
財
団
に
帰
属
す
る
財
産
の
範
囲
は
本
来
〔
旧
〕
破
産
法
三
条
、
六
条
の

規
定
に
よ
っ
て
定
ま
る
の
で
あ
る
が
、〔
旧
〕
破
産
法
二
八
三
条
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
追
加
配
当
の
対
象
で
な
い
と
さ
れ
た
財
産
に
つ
い

て
は
、
破
産
管
財
人
に
管
理
処
分
権
を
認
め
る
必
要
が
な
く
、
破
産
者
の
自
由
財
産
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
後
天
的
に
破
産
財
団
か
ら
解

放
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
と
見
ざ
る
を
え
な
い
（
傍
線
筆
者
）」
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
後
天
的
な
解
放
の
根
拠
と
し
て
管
財
人
へ
の
負
担
・

法
的
安
定
性
を
害
す
る
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
手
続
終
了
後
に
具
体
化
す
る
慰
謝
料
請
求
権
も
具
体
化
前
か
ら
財
団
に
帰
属
し

て
い
る
が
、
そ
の
後
追
加
配
当
が
さ
れ
る
か
否
か
に
応
じ
て
破
産
財
団
か
ら
解
放
（
一
種
の
放
棄
と
な
る
）
さ
れ
る
か
が
決
ま
る
、
と
い
う

方
向
で
考
え
て
い
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

差
押
え
が
禁
止
さ
れ
る
請
求
権
も
具
体
化
前
か
ら
破
産
財
団
に
属
し
て
い
た
と
い
う
た
め
の
根
拠
を
条
文
に
求
め
る
と
す
れ
ば
、
や
は
り

三
四
条
二
項
で
あ
ろ
う
。
慰
謝
料
請
求
権
の
場
合
、
差
押
え
が
可
能
と
な
る
前
の
慰
謝
料
請
求
権
も
「
将
来
の
請
求
権
」
に
含
め
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
こ
れ
が
破
産
財
団
に
帰
属
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
近
時
、
山
本
和
彦
教
授
は
、
将
来
の
請
求
権
の
定
義
に
つ
い
て

「
主
た
る
発
生
原
因
が
破
産
手
続
開
始
前
に
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
の
発
生
原
因
の
一
部
が
存
在
し
て
い
な
い
債
権
の
う
ち
、
停
止
条
件
付

債
権
を
除
く
も
の
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る49

）。
こ
の
考
え
を
踏
ま
え
てC

a
se 2

を
も
と
に
慰
謝
料
請
求
権
が
「
将
来
の
請
求
権
」
に
該
当
す

る
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
慰
謝
料
請
求
権
の
主
た
る
発
生
原
因
で
あ
る
交
通
事
故
自
体
は
破
産
手
続
開
始
前
に
存
在
し
て
い
る
。

他
方
、
差
押
え
を
可
能
と
す
る
た
め
の
具
体
化
事
由
（
示
談
成
立
）
が
破
産
手
続
開
始
時
に
は
い
ま
だ
発
生
し
て
い
な
い
場
合
（C

a
se 2

②
③
）、
具
体
化
に
よ
っ
て
事
後
的
に
差
押
え
が
可
能
と
な
る
と
い
う
意
味
で
、
将
来
の
請
求
権
の
一
種
と
位
置
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
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か
。も

っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
解
釈
上
相
当
の
無
理
を
犯
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
前
述
の
将
来
の
請
求
権
の
定
義
は
、

あ
く
ま
で
一
定
の
期
待
権
の
よ
う
に
「
発
生
原
因
の
一
部
が
存
在
し
て
い
な
い
債
権
」
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
他
方C

a
se 2

で
問
題

と
な
る
慰
謝
料
請
求
権
は
「
発
生
は
し
て
い
る
が
、
差
押
え
に
制
限
が
か
か
る
」
に
す
ぎ
ず
、
停
止
条
件
付
債
権
や
期
待
権
と
は
異
質
で
あ

る
と
も
考
え
ら
れ
る50

）。
し
た
が
っ
て
、
将
来
の
請
求
権
に
つ
い
て
広
い
定
義
を
と
る
山
本
説
か
ら
も
、
具
体
化
し
て
い
な
い
慰
謝
料
請
求
権

は
将
来
の
請
求
権
に
含
ま
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

⑶

検
討

以
上
の
よ
う
に
、
三
四
条
三
項
二
号
但
書
の
請
求
権
が
法
的
に
ど
の
よ
う
な
扱
い
を
受
け
る
か
に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
の
議
論
が
乏
し
い

こ
と
も
あ
り
、
前
掲
（
ア
）

イ
）
の
い
ず
れ
の
方
向
で
考
え
る
に
し
て
も
疑
問
が
付
き
ま
と
う51

）。
そ
こ
で
、
三
四
条
三
項
二
号
但
書
で
扱

わ
れ
る
請
求
権
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
問
題
点
の
指
摘
に
と
ど
め
、
そ
の
検
討
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
し
た
い
。
以
下
で
は
、

ア
）

イ
）
い
ず
れ
の
説
を
と
る
に
し
て
も
、
三
四
条
三
項
二
号
但
書
適
用
に
は
時
的
制
限
が
か
か
ら
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ちC

a
se 2

①
な
い

し
③
い
ず
れ
の
場
合
で
も
慰
謝
料
請
求
権
は
破
産
財
団
に
帰
属
す
る
こ
と
を
示
す
。

ま
ず
（
イ
）
の
よ
う
に
、
三
四
条
三
項
二
号
但
書
で
扱
わ
れ
る
請
求
権
を
三
四
条
二
項
の
「
将
来
の
請
求
権
」
の
一
種
と
考
え
る
の
で
あ

れ
ば
、
２
で
述
べ
た
こ
と
が
そ
の
ま
ま
妥
当
し
、C

a
se 2

①
の
場
合
だ
け
で
な
く
、
②
③
の
場
合
に
も
三
四
条
三
項
二
号
但
書
が
適
用
さ

れ
、
慰
謝
料
請
求
権
は
破
産
財
団
に
帰
属
す
る
。

他
方
、

ア
）
の
よ
う
に
、
三
四
条
三
項
二
号
但
書
で
扱
わ
れ
る
請
求
権
を
「
将
来
の
請
求
権
」
と
は
せ
ず
、
同
但
書
を
固
定
主
義
の
例

外
と
す
る
考
え
方
か
ら
は
、
特
にC

a
se 2

③
の
よ
う
に
破
産
手
続
終
了
後
に
具
体
化
し
た
請
求
権
の
扱
い
が
問
題
と
な
る
。

こ
の
点
、
確
か
に
、
手
続
終
了
後
に
具
体
化
し
た
請
求
権
に
つ
い
て
は
破
産
管
財
人
の
管
理
処
分
権
が
及
ば
な
い
と
い
う
考
え
が
あ
り
得
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る
。
こ
の
考
え
に
よ
る
と
、
管
理
処
分
権
の
譲
渡
（
委
付
）
が
不
可
能
と
な
る
た
め
同
但
書
は
適
用
さ
れ
ず
、
こ
の
よ
う
な
請
求
権
は
破
産

財
団
に
は
帰
属
し
な
い
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
実
務
上
、
破
産
手
続
終
了
後
も
破
産
管
財
人
が
相
応
の
資
産
を
容
易
に
取
得
・
換
金
し
財

団
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
前
掲
平
成
五
年
判
決
を
ふ
ま
え
、
破
産
管
財
人
の
管
理
処
分
権
が
例
外
的
に
残
る
場
合
も
あ
る
と

さ
れ
て
い
る52

）。

こ
の
よ
う
な
実
務
運
用
、
そ
し
て
２
⑶
で
述
べ
た
平
成
五
年
判
決
の
法
理
を
慰
謝
料
請
求
権
の
破
産
財
団
帰
属
性
が
問
題
と
な
る
場
合
に

用
い
る
と
、
同
請
求
権
の
追
加
配
当
が
予
定
さ
れ
た
ま
ま
手
続
が
終
了
し
た
場
合53

）、
同
請
求
権
に
対
す
る
破
産
管
財
人
の
管
理
処
分
権
が
残

存
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
同
請
求
権
が
具
体
化
し
た
と
き
は
、
こ
の
よ
う
に
残
存
し
た
管
理
処
分
権
に
基
づ
き
当
該
請
求
権
の

管
理
処
分
が
破
産
管
財
人
に
委
ね
ら
れ
る
と
構
成
す
れ
ば
、
仮
に
三
四
条
三
項
二
号
但
書
を
固
定
主
義
の
例
外
と
解
し
た
と
し
て
も
、

C
a
se 2

③
の
よ
う
に
手
続
終
了
後
に
具
体
化
し
た
慰
謝
料
請
求
権
に
も
同
但
書
が
適
用
さ
れ
、
破
産
財
団
へ
の
帰
属
お
よ
び
追
加
配
当
を

肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
財
団
帰
属
を
肯
定
す
る
方
が
、
２
⑶
で
述
べ
た
三
四
条
二
項
の
議
論
と
同
様
、
破
産
管
財
人
の
善
管
注
意
義
務
の
面
か
ら
も

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
解
す
る54

）。
他
方
、
三
四
条
三
項
二
号
但
書
を
広
く
適
用
す
る
結
果
、
破
産
者
の
手
元
に
残
さ
れ
る
財
産
が
僅
少
と
な
り
、

ひ
い
て
は
破
産
者
の
生
活
を
脅
か
す
と
い
う
問
題
も
あ
ろ
う
が
、
財
団
の
範
囲
と
破
産
者
の
生
活
と
の
調
整
に
つ
い
て
は
自
由
財
産
拡
張
制

度
に
ゆ
だ
ね
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
２
⑷
で
論
じ
た
通
り
で
あ
る
。

な
お
、
⑵
判
決
も
、
前
掲
（
ア
）

イ
）
い
ず
れ
の
方
向
で
考
え
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
も
の
の
、
追
加
配
当
に
つ
い
て
規
定
す
る
旧

二
八
三
条
一
項
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
手
続
終
了
後
に
具
体
化
す
る
慰
謝
料
請
求
権
に
つ
い
て
も
原
則
と
し
て
三
四
条
三
項
二
号
但

書
が
適
用
さ
れ
て
破
産
財
団
に
帰
属
す
る
が
、
破
産
管
財
人
の
負
担
と
な
る
場
合
に
は
追
加
配
当
の
対
象
に
な
ら
な
い
と
解
釈
す
る
こ
と
も

で
き
る55

）。
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五

お
わ
り
に

１

小
括

以
上
、
三
四
条
二
項
・
三
項
二
号
但
書
の
条
文
に
即
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
と
固
定
主
義
の
関
係
、
時
的
制
限
の
有
無
、
そ
し
て
各
種
保

険
金
請
求
権
の
破
産
財
団
帰
属
性
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

以
上
の
検
討
を
ま
と
め
る
と
次
の
通
り
に
な
る
。
ま
ず
、
三
四
条
二
項
適
用
の
時
的
範
囲
を
解
釈
に
よ
り
制
限
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え

る
。
破
産
手
続
が
無
制
限
に
続
く
と
い
う
問
題
に
対
し
て
は
、
同
項
の
適
用
を
制
限
す
る
の
で
は
な
く
、
追
加
配
当
の
可
否
（
平
成
五
年
判

決
を
参
照
し
て
、
請
求
権
具
体
化
に
対
す
る
破
産
管
財
人
の
予
測
等
に
従
う
）
と
い
う
レ
ベ
ル
で
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
同
項
の
適

用
を
制
限
し
な
い
反
面
、
破
産
者
の
生
活
保
障
の
た
め
に
は
積
極
的
に
自
由
財
産
拡
張
が
用
い
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
現
行
法
下
で
同
制

度
が
実
際
に
ど
こ
ま
で
破
産
者
の
保
護
に
資
す
る
か
に
つ
い
て
は
な
お
も
未
解
明
の
点
が
多
い
と
考
え
る
。

三
四
条
三
項
二
号
但
書
に
つ
い
て
も
、
そ
の
法
律
構
成
に
つ
い
て
は
未
解
明
で
あ
る
も
の
の
、
ど
の
よ
う
に
構
成
す
る
か
に
か
か
わ
ら
ず

同
但
書
の
適
用
に
時
的
制
限
は
な
く
、
破
産
手
続
中
な
い
し
手
続
終
了
後
に
具
体
化
し
た
慰
謝
料
請
求
権
に
対
し
て
も
同
但
書
が
適
用
さ
れ
、

破
産
財
団
へ
の
帰
属
が
肯
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
実
際
に
追
加
配
当
の
対
象
に
な
る
か
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
別
途
検
討
が
必
要
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

以
上
をC
a
se 1,

2

に
あ
て
は
め
る
と
、C

a
se 1

で
は
①
②
の
場
合
だ
け
で
な
く
、
③
の
場
合
で
も
、
三
四
条
二
項
適
用
に
よ
り
死
亡

保
険
金
全
額
の
破
産
財
団
帰
属
が
認
め
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
③
の
場
合
に
実
際
に
追
加
配
当
さ
れ
る
か
は
、
請
求
権
が
具
体
化
す
る
時
期
、

す
な
わ
ち
被
保
険
者
の
死
亡
が
管
財
人
に
と
っ
て
予
測
可
能
か
、
追
加
配
当
が
管
財
人
に
と
っ
て
過
度
の
負
担
に
な
る
か
に
よ
り
左
右
さ
れ

る
、
と
い
う
結
論
に
な
る
。C

a
se 2

で
も
同
様
に
、
①
の
場
合
だ
け
で
な
く
、
②
③
の
場
合
に
も
慰
謝
料
請
求
権
は
破
産
財
団
に
帰
属
す
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る
が
、
③
の
場
合
に
実
際
に
追
加
配
当
が
さ
れ
る
か
は
、
示
談
成
立
な
ど
請
求
権
具
体
化
に
対
す
る
破
産
管
財
人
の
予
測
に
従
う
こ
と
と
な

る
。

２

今
後
の
課
題

本
稿
で
は
、
三
四
条
二
項
・
三
項
二
号
但
書
の
条
文
に
で
き
る
限
り
則
し
つ
つ
各
種
保
険
金
請
求
権
の
破
産
財
団
帰
属
性
に
つ
い
て
検
討

し
た
。
し
か
し
、
今
回
は
各
種
保
険
金
請
求
権
の
扱
い
に
焦
点
を
絞
っ
て
お
り
、
そ
の
他
三
四
条
各
項
の
適
用
が
問
題
と
な
り
得
る
請
求
権

（
伊
藤
教
授
な
い
し
佐
藤
教
授
の
論
文
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
後
遺
障
害
保
険
金
請
求
権
含
む
）
に
つ
い
て
は
十
分
に
検
討
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
す
こ
と
と
し
た
い56

）。

そ
し
て
、
よ
り
一
般
的
に
、
固
定
主
義
の
現
代
的
意
義
に
つ
い
て
検
討
し
、
破
産
者
の
生
活
再
生
・
経
済
再
生
を
ど
の
よ
う
に
し
て
図
る

べ
き
か
に
つ
い
て
、
筆
者
な
り
の
価
値
判
断
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
具
体
的
に
は
次
の
二
点
を
検
討
す
る
こ
と
で
今
後
実
現

し
た
い
。

第
一
に
、
本
稿
で
は
、
あ
く
ま
で
三
四
条
二
項
・
三
項
二
号
但
書
の
各
論
的
解
釈
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
そ
も
そ
も
固
定
主
義
が
現
行
法
の

下
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
の
か
に
つ
い
て
、
今
後
よ
り
踏
み
込
ん
で
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
三
２
の
伊
藤
説
の
よ
う
に
、
固
定
主

義
に
破
産
者
の
生
活
保
障
と
い
う
役
割
も
担
わ
せ
る
と
い
う
考
え
は
、
現
在
で
も
通
用
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
伊
藤
説
が
引
用
し
、

そ
の
他
現
在
で
も
固
定
主
義
の
意
義
に
つ
い
て
説
明
す
る
際
に
多
く
の
文
献
が
引
用
す
る
加
藤
説
（
前
掲
注

28
）参
照
）
は
一
〇
〇
年
前
の

記
載
で
あ
る
。
古
い
か
ら
誤
り
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
こ
の
一
〇
〇
年
の
間
、
破
産
法
改
正
に
よ
り
免
責

制
度
や
自
由
財
産
拡
張
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
は
、
固
定
主
義
の
意
義
を
解
釈
す
る
上
で
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
現
在
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
民
事
執
行
法
の
改
正
で
は
差
押
禁
止
債
権
を
拡
大
す
る
方
向
で
議
論
が
進
め
ら
れ
て
お
り57

）、
そ
の
影
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響
も
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
破
産
者
の
生
活
保
障
に
つ
い
て
は
こ
れ
ら
の
制
度
に
ゆ
だ
ね
、
固
定
主
義
に
つ
い
て
は
単
に
破
産
財
団
の
時

的
限
界
を
定
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
に
意
義
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
解
釈
も
あ
り
得
る
か
も
し
れ
な58

）い59
）。

ま
た
、
同
じ

く
固
定
主
義
の
意
義
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
死
亡
保
険
金
請
求
権
や
慰
謝
料
請
求
権
が
持
つ
性
質
や
目
的
を
な
べ
て
排
除
す
る
か
の
ご
と
き

方
向
で
議
論
を
行
っ
た
が
、
こ
の
見
方
が
適
切
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
比
較
法
も
含
め
た
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
る60

）。

第
二
に
、
固
定
主
義
の
解
釈
に
よ
る
の
で
あ
れ
、
免
責
な
い
し
自
由
財
産
拡
張
に
よ
る
の
で
あ
れ
、
本
稿
で
論
じ
た
「
生
活
保
障
」
の
内

実
、
特
に
破
産
者
の
再
出
発
に
際
し
ど
こ
ま
で
の
財
産
を
残
す
か
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。
四
２
⑷
で
述
べ
た
通
り
、
自
由
財

産
拡
張
制
度
の
意
義
と
も
か
か
わ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
破
産
者
の
再
出
発
を
促
進
す
る
上
で
は
、
よ
り
多
く
の
財
産
を
破
産
者
に
残
す
べ

き
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
一
方
で
、
あ
ま
り
に
多
く
の
財
産
が
破
産
者
の
手
元
に
残
さ
れ
る
と
な
る
と
モ
ラ
ル
・
ハ
ザ
ー
ド
の
問
題
も

生
じ
か
ね
な
い
。
後
者
の
側
面
を
重
視
す
る
場
合
、
破
産
手
続
開
始
後
に
破
産
者
が
取
得
し
た
財
産
も
破
産
財
団
に
含
め
る
べ
き
と
い
う
方

向
に
つ
な
が
り
、
ま
た
破
産
者
が
一
定
以
上
の
財
産
を
有
す
る
場
合
は
個
人
再
生
手
続
に
誘
導
す
べ
き
と
い
う
方
向
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ

な
い
。
こ
の
点
も
や
は
り
、
比
較
法
を
通
じ
た
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
る61

）。

１
）

以
下
、
破
産
法
に
つ
い
て
は
条
文
の
み
記
載
。

２
）

小
林
秀
之
「
判
批
」
判
タ
五
三
六
号
（
一
九
八
四
年
）
一
五
〇
頁
、
中
島
弘
雅
『
体
系
倒
産
法
Ⅰ
』

二
〇
〇
七
年
・
中
央
経
済
社
）
一
三
二
頁
、
中

野
貞
一
郎
‖
道
下
徹
編
『
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
・
破
産
法
』

日
本
評
論
社
・
一
九
九
七
年
）
一
三
九
頁
〔
池
田
辰
夫
〕、
山
田
文
「
自
由
財
産
の
範

囲
」
山
本
克
己
ほ
か
編
『
新
破
産
法
の
理
論
と
実
務
』

判
例
タ
イ
ム
ズ
社
・
二
〇
〇
八
年
）
一
五
九
頁
な
ど
。

３
）

芳
仲
美
恵
子
「
被
害
者
の
破
産
と
損
害
賠
償
請
求
権
」
高
野
真
人
ほ
か
編
『
交
通
事
故
賠
償
の
再
構
築
｜
｜
新
た
な
実
務
的
課
題
の
登
場
と
賠
償
論

の
視
点
』

ぎ
ょ
う
せ
い
・
二
〇
〇
九
年
）
一
九
六
頁
、
小
野
瀬
昭
「
交
通
事
故
の
当
事
者
に
つ
き
破
産
手
続
開
始
決
定
が
さ
れ
た
場
合
の
問
題
点
に
つ
い

て
」
判
タ
一
三
二
六
号
（
二
〇
一
〇
年
）
五
四
頁
、
山
田
尚
武
「
交
通
事
故
の
被
害
者
の
破
産
」
日
本
弁
護
士
連
合
会
倒
産
法
制
等
検
討
委
員
会
編
『
個

人
の
破
産
・
再
生
手
続
』

金
融
財
政
事
情
研
究
会
・
二
〇
一
一
年
）
八
三
頁
、
今
中
利
昭
ほ
か
「『
固
定
主
義
再
考
』
そ
の
後
」
債
管
一
五
三
号
（
二
〇
一

六
年
）
一
四
五
頁
な
ど
。
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４
）

例
え
ば
死
亡
保
険
金
請
求
権
の
破
産
財
団
帰
属
性
が
争
わ
れ
た
近
時
の
判
例
と
し
て
、
後
掲
最
判
平
成
二
八
年
四
月
二
八
日
民
集
七
〇
巻
四
号
一
〇

九
九
頁
が
あ
る
。
同
判
決
に
つ
い
て
は
筆
者
も
評
釈
の
機
会
を
得
て
お
り
（
拙
稿
「
判
批
」
リ
マ
ー
ク
ス
五
四
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
三
八
頁
）、
本
稿

の
端
緒
と
な
っ
て
い
る
。

５
）

伊
藤
眞
「
固
定
主
義
再
考
（
大
阪
高
判
平
二
六
・
三
・
二
〇
）
｜
｜
交
通
事
故
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
な
ど
の
破
産
財
団
帰
属
性
を
固
定
主
義

か
ら
考
え
る
」
債
管
一
四
五
号
（
二
〇
一
四
年
）
八
八
頁
、
佐
藤
鉄
男
「
破
産
財
団
と
自
由
財
産
を
め
ぐ
る
立
法
政
策
と
課
題
」
徳
田
和
幸
先
生
古
稀
祝

賀
『
民
事
手
続
法
の
現
代
的
課
題
と
理
論
的
解
明
』

弘
文
堂
・
二
〇
一
七
年
）
七
六
七
頁
。

６
）

こ
の
よ
う
な
保
険
金
の
性
質
を
慰
謝
料
と
同
視
で
き
る
こ
と
に
つ
き
、
佐
藤
・
前
掲
注

５
）七
八
三
頁
。

７
）

以
下
、
⑴
判
決
な
ど
と
記
載
す
る
。

８
）

⑴
判
決
以
前
に
、
同
判
決
と
同
じ
く
、
破
産
手
続
中
に
具
体
化
し
た
死
亡
保
険
金
請
求
権
の
破
産
財
団
帰
属
を
肯
定
す
る
も
の
と
し
て
、
札
幌
地
判

平
成
二
四
年
三
月
二
九
日
判
時
二
一
五
二
号
五
八
頁
、
東
京
高
決
平
成
二
四
年
九
月
一
二
日
判
時
二
一
七
二
号
四
四
頁
が
あ
る
。
詳
細
は
、
拙
稿
・
前
掲

注

４
）一
三
九
頁
参
照
。

９
）

⑵
判
決
の
射
程
が
、
身
体
傷
害
に
基
づ
く
慰
謝
料
な
ど
慰
謝
料
請
求
権
一
般
に
及
ぶ
か
は
議
論
が
あ
る
。
酒
井
一
「
判
批
」『
倒
産
判
例
百
選
〔
第

五
版
〕』

有
斐
閣
・
二
〇
一
三
年
）
四
九
頁
な
ど
参
照
。

10
）

こ
れ
ら
の
他
、
同
判
決
は
後
遺
症
に
基
づ
く
逸
失
利
益
の
破
産
財
団
帰
属
性
に
も
関
係
し
て
い
る
が
、
論
点
を
集
約
化
す
る
た
め
に
本
稿
で
は
省
略

し
て
い
る
。

11
）

後
遺
障
害
に
基
づ
く
逸
失
利
益
お
よ
び
介
護
費
用
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
事
故
発
生
と
同
時
に
そ
の
請
求
権
が
発
生
し
て
い
る
と
し
て
、
破
産
財
団

に
帰
属
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

12
）

判
例
で
明
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
破
産
手
続
開
始
前
に
死
亡
し
た
場
合
（C

a
se 1

①
に
相
当
）
も
、
死
亡
保
険
金
の
破
産
財
団

帰
属
を
肯
定
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

13
）

た
だ
し
、
こ
の
点
は
⑵
判
決
の
傍
論
で
あ
る
。

14
）

慰
謝
料
請
求
権
が
破
産
財
団
に
帰
属
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
⑵
判
決
を
機
に
学
説
で
も
議
論
さ
れ
て
き
た
。
も
っ
と
も
、
従
来
の
学
説
は
、
慰

謝
料
請
求
権
の
性
質
か
ら
そ
の
破
産
財
団
帰
属
を
否
定
す
る
見
解
が
多
数
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
小
林
・
前
掲
注

２
）一
五
〇
頁
、
中
島
・
前
掲
注

２
）一
三
二
頁
、
山
田
・
前
掲
注

２
）一
六
一
頁
注
１
、
小
野
瀬
・
前
掲
注

３
）五
八
頁
な
ど
）。
す
な
わ
ち
、
慰
謝
料
請
求
権
は
も
と
も
と
破
産
者
の
生

命
・
身
体
ま
た
は
名
誉
な
ど
の
精
神
的
な
侵
害
に
対
す
る
代
替
物
な
の
で
あ
る
か
ら
本
来
債
権
者
が
あ
て
に
す
べ
き
で
は
な
い
、
債
務
者
が
現
実
に
受
け

取
っ
て
は
じ
め
て
慰
謝
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
る
以
上
破
産
財
団
に
帰
属
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
他
方
、
加
害
者
に
金
銭
を
払
わ
せ
た

り
債
務
が
ま
ぬ
が
れ
た
り
す
る
だ
け
で
も
慰
謝
料
請
求
権
の
目
的
で
あ
る
「
損
害
の
回
復
」
が
実
現
さ
れ
た
と
も
い
え
る
、
慰
謝
料
請
求
権
も
金
銭
債
権
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で
あ
り
当
然
に
名
誉
と
同
視
で
き
る
と
は
い
え
な
い
、
と
す
る
見
解
も
あ
る
（
福
永
有
利
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
八
〇
七
号
（
一
九
八
四
年
）
五
三
頁
）。
慰

謝
料
請
求
権
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
山
口
成
樹
「
慰
謝
料
の
機
能
と
算
定
」『
民
法
の
争
点
』

有
斐
閣
・
二
〇
〇
七
年
）
二
八
八
頁
な
ど
参
照
。

15
）

死
亡
保
険
金
請
求
権
の
破
産
財
団
帰
属
性
に
関
す
る
従
来
の
学
説
に
つ
き
、
拙
稿
・
前
掲
注

４
）参
照
。
本
稿
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
三
四
条

二
項
等
の
解
釈
に
直
接
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
検
討
の
対
象
外
と
し
て
い
る
。

16
）

伊
藤
・
前
掲
注

５
）で
は
ほ
か
に
後
遺
症
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
の
破
産
財
団
帰
属
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
略
。

17
）

伊
藤
・
前
掲
注

５
）九
〇
頁
。

18
）

伊
藤
・
前
掲
注

５
）九
三
頁
。

19
）

な
お
、
伊
藤
説
を
参
照
し
て
死
亡
保
険
金
請
求
権
の
破
産
財
団
帰
属
性
を
否
定
す
る
も
の
と
し
て
、
遠
山
優
治
「
生
命
保
険
金
請
求
権
と
保
険
金
受

取
人
の
破
産
」
文
研
論
集
一
二
三
号
（
一
九
九
八
年
）
二
二
一
頁
。

20
）

伊
藤
・
前
掲
注

５
）九
六
頁
。
伊
藤
説
か
ら
は
、
①
と
②
を
合
わ
せ
る
と
、
固
定
主
義
に
よ
り
、
最
低
限
の
生
活
の
た
め
の
資
金
以
上
の
も
の
を
破

産
者
の
手
元
に
残
す
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
る
と
い
う
結
論
に
な
る
と
解
さ
れ
る
。

21
）

佐
藤
・
前
掲
注

５
）七
八
二
、
七
七
九
頁
。
な
お
実
務
上
、
退
職
金
請
求
権
で
そ
の
よ
う
な
扱
い
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
破
産
者
を
実
際
に
退

職
さ
せ
る
代
わ
り
に
一
定
額
を
破
産
財
団
に
組
み
入
れ
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
佐
藤
説
は
、
こ
の
よ
う
な
運
用
に
対
す
る
条
文
上
の
根
拠
を
与
え
よ
う
と

し
た
も
の
と
い
え
る
。

22
）

佐
藤
・
前
掲
注

５
）七
七
八
頁
。

23
）

佐
藤
・
前
掲
注

５
）七
八
四
頁
。

24
）

佐
藤
・
前
掲
注

５
）七
八
〇
頁
。
な
お
、
破
産
手
続
終
了
時
を
基
準
点
と
す
る
見
解
の
根
拠
と
し
て
、
佐
藤
教
授
は
⑵
判
決
を
挙
げ
て
い
る
。

25
）

⑵
判
決
以
前
に
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
も
の
と
し
て
、
菊
井
維
大
『
破
産
法
概
要
〔
増
補
改
訂
〕』

弘
文
堂
・
一
九
五
六
年
）
七
〇
頁
。
⑵
判
決
の
評

釈
で
同
様
に
述
べ
る
も
の
と
し
て
、
小
林
・
前
掲
注

２
）一
五
三
頁
。

26
）

佐
藤
・
前
掲
注

５
）七
八
一
頁
。

27
）

伊
藤
説
・
佐
藤
説
と
も
、

一
身
専
属
性
が
失
わ
れ
る
と
し
て
も
…
」
と
い
う
方
向
で
議
論
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
定
の
場
合
に
は
一
身
専
属
性
が
失

わ
れ
う
る
こ
と
に
つ
い
て
は
前
提
と
し
て
よ
い
と
解
さ
れ
る
。

28
）

加
藤
正
治
「
破
産
財
団
ノ
範
囲
」
同
『
破
産
法
研
究
４
巻
』

有
斐
閣
・
一
九
一
九
年
）
九
四
頁
。

29
）

加
藤
博
士
は
、
前
掲
引
用
部
分
の
次
の
段
落
で
、

勤
労
を
奨
励
し
破
産
者
及
び
其
家
族
は
之
に
因
り
生
活
の
資
料
を
…
（
傍
線
筆
者
）」
と
し
て
お

り
、
勤
労
の
奨
励
と
生
活
資
料
取
得
を
並
列
的
な
も
の
と
は
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る

30
）

伊
藤
眞
ほ
か
『
条
解
破
産
法
〔
第
二
版
〕』

弘
文
堂
・
二
〇
一
四
年
）
三
〇
六
頁
。
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31
）

石
井
教
文
「
死
亡
保
険
金
請
求
権
の
破
産
財
団
帰
属
性
に
関
す
る
最
高
裁
判
例
が
破
産
実
務
に
及
ぼ
す
影
響
」
金
法
二
〇
七
七
号
（
二
〇
一
七
年
）

四
一
頁
。

32
）

な
お
、
や
は
り
破
産
財
団
と
破
産
債
権
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
べ
き
と
い
う
前
提
に
立
つ
な
ら
ば
、
打
切
主
義
（
一
九
八
条
二
項
）
が
三
四
条
二
項
に

適
用
さ
れ
、
手
続
終
了
後
に
具
体
化
し
た
請
求
権
は
財
団
に
加
入
し
な
い
と
い
う
解
釈
も
あ
り
得
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
打
切
主
義
は
配
当
額
の

確
定
と
い
う
手
続
上
の
便
宜
を
理
由
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
追
加
配
当
に
つ
い
て
の
定
め
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
破
産
財
団
の
範
囲
を
確
定
す
る
際
に

準
用
す
る
必
要
が
あ
る
か
は
疑
問
な
し
と
し
な
い
。

33
）

こ
の
よ
う
な
宝
く
じ
の
購
入
は
財
産
の
減
少
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
宝
く
じ
の
売
り
手
が
買
い
手
の
財
産
状
況
に
つ
い
て
認
識
す

る
こ
と
は
ま
ず
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
否
認
の
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
え
る
。

34
）

佐
藤
・
前
掲
注

５
）七
八
二
頁

35
）

退
職
金
債
権
は
、
東
京
地
裁
の
運
用
に
よ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
は
破
産
手
続
開
始
時
点
の
支
給
見
込
み
額
の
八
分
の
一
が
破
産
財
団
を
構
成
す
る
が
、

手
続
終
了
ま
で
に
退
職
を
し
た
場
合
に
は
四
分
の
一
が
破
産
財
団
を
構
成
す
る
も
の
と
扱
わ
れ
て
い
る
（
東
京
地
裁
破
産
再
生
実
務
研
究
会
編
著
『
破

産
・
民
事
再
生
の
実
務
〔
第
三
版
〕』

金
融
財
政
事
情
研
究
会
・
二
〇
一
四
年
）
三
七
一
頁
）。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
実
務
運
用
で
あ
っ
て
、
法
律

に
よ
っ
て
一
律
に
評
価
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
退
職
金
債
権
だ
け
で
な
く
保
険
金
請
求
権
も
、
一
定
の
場
合
に
は
評
価
額
の
組
入
れ
に
よ

ら
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も
あ
る
と
解
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
法
律
に
よ
る
一
律
の
評
価
と
は
異
質
の
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

36
）

ま
た
、
三
四
条
三
項
二
号
但
書
に
つ
い
て
の
議
論
を
先
取
り
す
る
が
、
前
述
の
有
力
説
も
、
手
続
終
了
後
に
差
押
可
能
と
な
っ
た
請
求
権
（C

a
se

 
2

③
に
相
当
）
に
対
し
て
は
同
但
書
が
適
用
さ
れ
な
い
と
す
る
。

37
）

保
険
金
受
取
人
の
指
定
変
更
権
を
理
由
に
、
仮
に
終
了
後
に
保
険
事
故
発
生
が
予
測
で
き
た
と
し
て
も
破
産
財
団
か
ら
放
棄
し
て
よ
い
と
す
る
も
の

と
し
て
、
神
原
千
郷
ほ
か
「
倒
産
手
続
と
保
険
契
約
に
基
づ
く
請
求
権
の
帰
趨
」

現
代
型
契
約
と
倒
産
法
」
実
務
研
究
会
編
『
現
代
型
契
約
と
倒
産
法
』

商
事
法
務
・
二
〇
一
五
年
）
二
七
七
頁
。

38
）

⑴
判
決
の
調
査
官
解
説
も
、
一
定
の
場
合
の
死
亡
保
険
金
の
追
加
配
当
を
肯
定
す
る
（
飛
澤
知
行
「
判
解
」
曹
時
六
九
巻
七
号
（
二
〇
一
七
年
）
二

一
〇
頁
）。

39
）

裏
を
返
せ
ば
、
追
加
配
当
が
否
定
さ
れ
る
と
し
て
も
、
法
律
問
題
で
は
な
く
、
実
務
上
の
取
扱
い
の
難
し
さ
と
い
う
便
宜
的
な
理
由
に
も
と
づ
く
に

過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
保
険
金
受
取
人
の
指
定
変
更
等
が
さ
れ
な
い
限
り
、
破
産
手
続
終
了
後
相
当
の
期
間
が
経
過
し
た
後
に
被

保
険
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
も
三
四
条
二
項
が
適
用
さ
れ
、
死
亡
保
険
金
は
一
度
は
破
産
財
団
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
や
や
極
端
な
結
論
と

も
い
え
る
が
、
形
式
論
を
貫
く
限
り
や
む
を
得
な
い
と
い
え
る
。

40
）

慰
謝
料
請
求
権
に
つ
い
て
の
議
論
で
あ
る
が
、
調
停
成
立
時
に
慰
謝
料
請
求
権
が
破
産
財
団
に
帰
属
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
と
、

調
停
中
の
被
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害
者
に
対
し
て
は
破
産
手
続
の
終
了
ま
で
調
停
を
成
立
さ
せ
な
い
方
向
で
強
い
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
く
し
、
逆
に
破
産
管
財
人
は
慰
謝
料
が
財
団
に
入

る
可
能
性
が
あ
る
限
り
、
破
産
手
続
の
終
結
を
留
保
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
互
い
に
進
行
を
遅
ら
せ
る
不
都
合
が
生
じ
る
」
と
指
摘
す
る
の
は
、
森
宏
司

「
家
事
調
停
・
審
判
手
続
中
の
当
事
者
破
産
」
伊
藤
眞
先
生
古
稀
祝
賀
『
民
事
手
続
の
現
代
的
使
命
』

有
斐
閣
・
二
〇
一
五
年
）
一
一
七
五
頁
お
よ
び
同
文

献
注
42
で
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
参
照
。

41
）

東
京
地
裁
破
産
再
生
実
務
研
究
会
編
著
・
前
掲
注

35
）三
七
七
頁
。

42
）

⑴
判
決
で
は
、
破
産
手
続
が
開
始
さ
れ
た
の
が
平
成
二
四
年
三
月
一
四
日
、
保
険
金
請
求
権
の
具
体
化
（
被
保
険
者
の
死
亡
）
が
同
年
四
月
二
五
日

で
あ
り
、
一
か
月
以
上
の
間
隔
が
あ
る
。
ま
た
、
同
事
案
で
は
、
自
由
財
産
拡
張
制
度
が
申
し
立
て
ら
れ
た
と
い
う
記
録
は
な
い
。

43
）

竹
下
守
夫
編
集
代
表
『
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
破
産
法
』

青
林
書
院
・
二
〇
〇
七
年
）
一
四
一
頁
〔
高
山
崇
彦
〕。

44
）

東
京
地
裁
破
産
再
生
実
務
研
究
会
編
著
・
前
掲
注

35
）三
七
八
頁
に
よ
る
と
、
東
京
地
裁
破
産
再
生
部
で
は
、
伸
長
の
手
続
は
不
要
と
し
、
黙
示
の

伸
長
決
定
を
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

45
）

伊
藤
眞
ほ
か
編
『
新
破
産
法
の
基
本
構
造
と
実
務
』

有
斐
閣
・
二
〇
〇
七
年
）
五
〇
八
頁
〔
山
本
和
彦
発
言
〕
は
、
差
押
禁
止
は
最
低
生
活
の
保

障
、
自
由
財
産
拡
張
は
こ
れ
に
加
え
て
経
済
生
活
の
再
生
も
含
ま
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
差
押
禁
止
財
産
と
自
由
財
産
拡
張
は
理
念
が
異
な
る
の
で
は

な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
見
解
に
よ
る
な
ら
ば
、
自
由
財
産
拡
張
に
際
し
て
、
九
九
万
円
と
い
っ
た
、
差
押
禁
止
財
産
で
定
め
ら
れ
る
枠
に
と
ら
わ

れ
る
必
要
は
な
い
と
も
解
さ
れ
る
が
、
今
後
さ
ら
な
る
検
討
を
加
え
た
い
。

46
）

伊
藤
ほ
か
・
前
掲
注

30
）三
〇
六
頁
。

47
）

小
野
木
常
『
破
産
法
概
論
』

弘
文
堂
書
房
・
一
九
四
〇
年
）
一
二
七
頁
。

48
）

遠
藤
賢
治
「
判
解
」
昭
和
五
八
年
度
最
高
裁
判
例
解
説
民
事
篇
（
一
九
八
八
年
）
三
九
七
頁
。

49
）

山
本
和
彦
「
破
産
債
権
の
概
念
に
つ
い
て
｜
｜
『
将
来
の
請
求
権
』
の
再
定
義
の
試
み
」
徳
田
古
稀
・
前
掲
注

５
）七
四
三
頁
。
ま
た
、
山
本
教
授

は
、
破
産
債
権
の
定
義
は
破
産
財
団
に
属
す
る
債
権
の
範
囲
と
同
様
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
同
・
七
四
二
頁
注
46
）。

50
）

山
本
・
前
掲
注

49
）七
四
四
頁
以
下
で
は
、

将
来
の
請
求
権
」
に
含
ま
れ
る
も
の
の
例
と
し
て
、
無
委
託
保
証
人
の
事
後
求
償
権
（
最
判
平
成
二
四

年
五
月
二
八
日
民
集
六
六
巻
七
号
三
一
二
三
頁
参
照
）、
仮
執
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
（
最
判
平
成
二
五
年
七
月
一
八
日
判
時
二
二
〇
一
号
四
八

頁
参
照
）、
受
継
さ
れ
な
い
訴
訟
手
続
に
か
か
る
訴
訟
費
用
請
求
権
（
最
決
平
成
二
五
年
一
一
月
一
四
日
民
集
六
七
巻
八
号
一
四
八
三
頁
参
照
）
を
挙
げ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
請
求
権
発
生
の
た
め
の
重
要
な
要
件
（
保
証
契
約
、
損
害
の
発
生
等
）
を
満
た
し
つ
つ
も
、
そ
の
他
弁
済
、
判
決
確
定
等
ま
で
は

請
求
権
が
発
生
し
な
い
た
め
に
、
将
来
の
請
求
権
に
あ
て
は
ま
る
と
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、C

a
se 2

で
問
題
と
な
る
よ
う
な
慰
謝
料
請
求
権
が
こ
れ
ら

が
同
列
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
も
検
討
を
要
す
る
。

51
）

以
上
の
考
え
の
ほ
か
、
三
四
条
三
項
二
号
但
書
で
扱
わ
れ
る
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
差
押
可
能
と
な
る
前
は
財
団
か
ら
離
れ
、
差
押
可
能
と
な
っ
た

（法政研究85-１- ）28 28
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時
点
で
遡
っ
て
財
団
に
帰
属
す
る
と
い
う
構
成
も
考
え
ら
れ
る
が
、
十
分
に
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
て
お
ら
ず
、
他
日
を
期
す
こ
と
と
す
る
。

52
）

東
京
地
裁
破
産
再
生
実
務
研
究
会
編
著
・
前
掲
注

35
）五
四
三
頁
。

53
）

例
え
ば
、
手
続
終
了
時
点
で
、
破
産
者
と
保
険
会
社
と
の
示
談
成
立
が
近
い
と
予
測
で
き
る
場
合
な
ど
。

54
）

前
掲
注

40
）で
す
で
に
述
べ
た
通
り
、
私
見
の
よ
う
に
三
四
条
三
項
二
号
但
書
が
手
続
終
了
後
に
も
適
用
さ
れ
る
と
し
た
場
合
、
例
え
ば
、
破
産
者

の
、
慰
謝
料
請
求
権
を
破
産
財
団
に
帰
属
さ
せ
な
い
た
め
示
談
交
渉
を
引
き
延
ば
す
と
い
う
戦
術
を
封
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

55
）

仮
に
旧
六
条
三
項
但
書
の
適
用
が
破
産
手
続
終
結
ま
で
だ
と
判
例
が
解
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
追
加
配
当
の
条
文
で
あ
る
二
八
三
条
を
持
ち
出
す
必

要
は
な
か
っ
た
と
述
べ
る
も
の
と
し
て
、
福
永
・
前
掲
注

14
）五
四
頁
。

56
）

例
え
ば
、
三
四
条
三
項
二
号
但
書
の
適
用
が
問
題
に
な
る
請
求
権
と
し
て
、
離
婚
時
の
財
産
分
与
請
求
権
が
あ
る
。
そ
の
財
団
帰
属
性
に
つ
い
て
は
、

森
・
前
掲
注

40
）一
一
五
七
頁
以
下
、
山
本
克
己
「
人
事
訴
訟
手
続
（
離
婚
事
件
）
と
破
産
手
続
の
開
始
｜
｜
財
産
分
与
を
例
に
」
徳
田
古
稀
・
前
掲
注

５
）七
一
七
頁
以
下
な
ど
参
照
。

57
）

民
事
執
行
法
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
第
５
の
１
参
照
。

58
）

破
産
者
の
更
生
の
た
め
に
む
し
ろ
固
定
主
義
に
つ
い
て
弾
力
的
に
運
用
す
べ
き
と
い
う
見
解
と
し
て
、
宮
川
知
法
『
消
費
者
更
生
の
法
理
論

債
務

者
更
生
法
構
想
・
各
論
Ⅰ
』

信
山
社
・
一
九
九
七
年
）
八
頁
。

59
）

本
稿
は
自
然
人
の
破
産
に
つ
い
て
扱
っ
た
が
、
固
定
主
義
の
意
義
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
法
人
に
つ
い
て
固
定
主
義
を
維
持
す
べ
き
か
、
と

い
う
点
も
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
文
中
の
通
り
、
固
定
主
義
は
破
産
財
団
の
時
期
を
画
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
す
れ
ば
手
続
後
に
清

算
さ
れ
る
法
人
に
つ
い
て
も
固
定
主
義
の
原
則
を
貫
き
時
期
を
画
す
る
処
理
を
す
べ
き
な
の
か
、
逆
に
、
伊
藤
説
の
言
う
よ
う
に
、
固
定
主
義
に
生
活
保

障
を
含
め
る
と
す
れ
ば
、
生
活
保
障
を
考
え
な
く
て
よ
い
法
人
で
は
固
定
主
義
の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
と
い
う
面
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ

う
。

60
）

日
本
と
同
じ
く
固
定
主
義
を
と
る
ア
メ
リ
カ
（
連
邦
倒
産
法
五
四
一
条
）
で
は
、
現
行
法
制
定
前
、
や
は
り
条
件
付
権
利
の
破
産
財
団
帰
属
性
に
つ

き
、
破
産
者
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ス
タ
ー
ト
と
破
産
財
団
の
充
実
と
い
う
観
点
が
対
立
し
、
連
邦
最
高
裁
レ
ベ
ル
で
も
結
論
が
分
か
れ
て
い
た
（
旧
法
下
に

お
い
て
、
未
払
い
の
休
暇
手
当
の
財
団
加
入
を
否
定
し
た
判
例
と
し
てL

in
es v

.
F
red

erick
,
400 U

.S
.
18
(1970)

、
税
金
繰
戻
に
基
づ
き
債
務
者
に
払

わ
れ
る
租
税
還
付
金
の
財
団
加
入
を
肯
定
し
た
も
の
と
し
て
、S

eg
a
l v
.
R
o
ch
elle,

382 U
.S
.
375

(1966)

）。
現
行
の
連
邦
倒
産
法
で
は
、
申
立
後
の

労
働
債
権
は
財
団
か
ら
除
外
さ
れ
る
と
規
定
し
（
五
四
一
条
⒜
⑹
）、
こ
れ
に
よ
り
前
述
のL

in
es

判
決
は
否
定
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（M

a
tter o

f
 

N
ich
o
ls,
4 B

.R
.
711

(B
a
n
k
r.
D
.
M
ich
.
1980)

）。
も
っ
と
も
、
破
産
手
続
開
始
後
に
条
件
が
成
就
す
る
債
権
が
同
条
に
よ
り
な
べ
て
財
団
に
加
入
す

る
の
か
、
実
体
法
上
の
性
質
を
ど
こ
ま
で
尊
重
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
も
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
現
行
の
ド
イ
ツ
法
で
は
、
旧
法
で
採
用
さ
れ
て
い
た
固
定
主
義
を
改
め
、
膨
張
主
義
が
採
用
さ
れ
て
い
る
（
ド
イ
ツ
倒
産
法
三
五
条
は
、

倒
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産
手
続
は
、
手
続
開
始
時
に
債
務
者
に
帰
属
し
、
ま
た
は
債
務
者
が
こ
の
手
続
中
に
取
得
す
る
全
財
産
を
対
象
と
す
る
」
と
し
て
い
る
）。
そ
の
背
景
に

は
、
賃
金
債
権
担
保
化
の
発
展
の
ほ
か
、
債
務
者
の
生
活
再
建
に
つ
い
て
は
免
責
に
ゆ
だ
ね
る
と
い
う
方
針
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
改
正
の
経
緯
に
つ

い
て
は
、
櫻
井
孝
一
「
破
産
財
団
に
関
す
る
固
定
主
義
・
膨
張
主
義
再
考
」
曹
時
五
〇
巻
七
号
（
一
九
九
八
年
）
一
頁
な
ど
参
照
。

61
）

ア
メ
リ
カ
連
邦
倒
産
法
は
、
二
〇
〇
五
年
改
正
に
よ
り
、
個
人
再
生
に
あ
た
る
一
三
章
手
続
の
利
用
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
従
来

の
破
産
法
の
下
で
は
過
度
に
多
く
の
財
産
が
残
さ
れ
て
き
た
の
で
は
、
と
い
う
批
判
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（T

h
o
m
a
s E

v
a
n
s
&
P
a
u
l B

.
L
ew
is,

A
n
 
E
m
pirical E

con
om
ic A

n
alysis of th

e 2
0
0
5
 
B
an
kru
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